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       午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら平成３０年第３回美幌町議会定例会第１

４日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１番髙橋秀明さん、２番大

江道男さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（藤原豪二君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。 

 朗読については、省略させていただきま

す。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 なお、髙木監査委員、所用のため、本日

から２０日まで欠席の旨、届け出がありま

した。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 議案第２５号から 

      議案第５７号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 議案第

２５号美幌町個人情報保護条例の一部を改

正する条例制定についてから議案第５７号

平成３０年度美幌町病院事業会計予算につ

いてまでの３３件を議題といたします。 

 第１１日目に引き続き、質疑を行いま

す。 

 議案第５０号平成３０年度美幌町一般会

計予算についての質疑を行います。 

 担当部局ごと、事項別明細書の款及び項

ごとに進めたいと思います。 

 なお、予算書の第２表、債務負担行為及

び第３表、地方債に対し質疑する場合は、

それに対応する事項別明細書の項の中で質

疑をお願いいたします。 

 歳出の５款、労働費、１３６ページから

１３７ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、５款、労働費を終わります。 

 次に、６款、農林水産業費、１項、農業

費、１３８ページから１４７ページまでの

質疑を許します。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） １４１ページの農

業振興費の気象情報配信業務委託料４３６

万７,０００円でございますが、新システム

の改善内容についてお答えいただきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） 御質問にお答

え申し上げます。 

 本町の気象情報の提供につきましては、

気象協会により平成元年度からで、平成１

３年度からは現在のＭＩＣＯＳによる気象

情報を提供しており、平成２１年度からは

ＪＡと共同で、ＭＩＣＯＳに加え、新たに

農業情報提供システム「てん蔵」の運用を

開始し、現在に至っております。 

 気象観測機器の更新が平成１３年度が最

後で老朽化が著しく、現在は登栄と昭野の

２カ所で気象観測機器が故障しており、報

徳、豊岡、日並、美富の気象観測機器もい
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つ故障してもおかしくない状況になってい

ることから、現在と同等の気象情報や農業

情報の提供ができる気象観測機器及び配信

システムに更新を図ることで、今後も安定

した気象情報、農業情報を提供し、本町農

業の振興を図るものです。 

 気象観測のシステムにつきましては、天

気予報、気象情報、農業情報を配信してお

りますが、新システムにおいても、ＪＡと

協議を図り、同じ情報を配信することとし

ており、新システムの内容についてもＪＡ

と協議を図りながら進めております。 

 新システムの内容ですが、天気予報につ

いては、現在は１時間単位で２４時間先ま

での予報でしたが、新システムでは、１時

間単位で最大５１時間先まで予報できま

す。 

 また、新たに湿度や降雪量の予報ができ

ます。 

 気象情報については、今までは、気温、

湿度、降水量が１時間単位の観測、表示で

したが、新システムでは１０分単位での観

測、表示がされ、現在は昭野だけで積雪深

を観測していましたが、６カ所で、降雪

量、新たに気圧や露点温度が観測できま

す。 

 また、防災情報として、気象庁、国土交

通省、北海道開発局のホームページのリン

クを張りますので、河川や道路等の情報が

確認できます。 

 農業情報については、新たにタマネギの

病害予測（軟腐病、べと病、灰色かび

病）、有効積算温度予測、融雪剤促進適期

予測ができるようになりますが、現在、情

報提供されている水稲カメムシ発生予測や

モンシロチョウ発生予測などはできなくな

ります。 

 費用負担につきましては、町が２分の

１、ＪＡが２分の１となっております。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） ただいまの説明

で、１７年ぶりにシステムを更新するとい

うことで、今の説明ですと、大変きめ細か

な単位情報や観測点をふやすというところ

や、新たに情報提供するということで、非

常に効果が上がってくると期待しておりま

す。 

 この中で気になったのは、水稲カメムシ

発生予測とモンシロチョウ発生予測ができ

なくなるということですが、この辺が営農

へ影響することはないのか、その点だけお

答えいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） 今、御質問の

水稲カメムシ、モンシロチョウ発生予測と

いうことで、ＪＡとも十分協議いたしまし

て、作付面積が少ないということがありま

して、新たにタマネギの病害予測を入れて

十分協議して、支障がないということにな

っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） １４１ページの新

規就農者等支援事業補助金１,１２２万３,

０００円についてです。 

 積算内訳及び平成２９年度の実績につい

てお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） 御質問にお答

え申し上げます。 

 積算内訳及び平成２９年度の実績につい

てでございますが、積算内訳については、

就農奨励補助金、新規就農者が１名２００

万円、これは、平成２７年度からみらい農

業センターで３年の研修を終えて、４月か

ら豊岡地区で新たに就農する者に対して補

助するものであります。 

 就農奨励補助金、新規農業従事者は、農

家子弟と一般的に言われており、農家の跡

とりに戻ってこられた方でございまして、
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３０年度の予定者は５名、１人１００万円

の５００万円、２９年度対象者は２名、１

人１００万円の２００万円、２８年度対象

者は２名のうち１名３７万２,１６０円、１

名が６４万８,６５０円、２７年度対象者１

名１万２，１６０円、２６年度対象者は１

名１００万円、計９０３万２,９７０円で

す。 

 農用地等賃借料補助金につきましては、

１名１４万７,１９６円、１名４万２,４９

５円、計１８万９,６９１円、合計で１,１

２２万２,６６１円でございます。 

 実績でございますが、平成２９年度につ

いては、就農奨励補助金として、新規農業

従事者補助金１０名で７３６万２,２２８

円、農用地等賃借料補助金が２名で１５万

４６０円となっております。合計で７５１

万２,６８８円を予定しております。 

 新規農業従事者の資材購入の状況につい

てですが、１名が免許取得以外はトラクタ

ー、ビート移植機等の資材、機材を購入し

ております。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 今、髙橋議員が

聞いた項目と同じです。改めて、農業振興

費のうちの説明の中で、２ページの賃借料

補助金のことについて、もう少し具体的に

お教え願いたいと思います。 

 １４万７,０００円とか４万２,０００円

とか、また文章の中に１５万円とあります

が、一定の面積等があって、それに対して

補助金ですから、何割を掛けたからこの数

字になったという基本的なものがあろうか

と思いますので、お示しできるものであれ

ばお示しいただきたいと存じますが、いか

がでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） 基本的には、

就農して借り入れて、５年以内のものに対

して賃借料の２分の１を補助するものであ

ります。何割という係数は掛けておりませ

ん。純粋に賃借した２分の１を補助してお

ります。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） １４１ページの農

業振興費の中の農作物鳥獣被害対策事業の

３３２万６,０００円の積算内訳及び平成２

９年度実績について、また、ハンターの年

齢構成についてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） 御質問にお答

え申し上げます。 

 平成３０年度の積算内訳ですが、一つ目

の美幌町鳥獣被害対策実施隊出動報酬とし

て、エゾシカ、３４名の３日間で１日５,６

００円の５７万１,２００円、ヒグマ、１０

名の１日で１日５,６００円の５万６,００

０円、合計６２万７,２００円、平成２９年

度の実績でございますが、延べ８９名に対

して、エゾシカの出動報酬として４９万８,

４００円、ヒグマの出動の実績はございま

せん。 

 次に、美幌町鳥獣被害対策実施隊自動車

借り上げ料として、エゾシカ、１７名の３

日間で単価６,０００円の３０万６,０００

円、ヒグマ、１０名の１日で単価７５０円

の７，５００円。大変申しわけございませ

んが、資料の訂正をお願いしたいと思いま

す。合計で３１万３,５００円です。 

 平成２９年度の実績ですが、エゾシカ駆

除の借り上げ料として２６万７,０００円、

ヒグマの実績はございません。 

 次に、農作物鳥獣事業補助金として有害

鳥獣捕獲奨励金６００頭で１頭６,０００円

の２分の１で１８０万円、残り２分の１は

ＪＡでございます。 

 ハンター保険料として、４０名で１名５,

２７０円の２分の１、１０万５,４００円、

残り２分の１はＪＡでございます。 

 合計で１９０万５,４００円。 



 

－ 268 － 

 平成２９年度の実績ですが、捕獲奨励金

が６００頭捕獲しておりまして１８０万

円、保険料が１０万１,０００円です。 

 次に、エゾシカ侵入防止柵補助金とし

て、ＪＡが設置したエゾシカ柵の固定資産

税相当額で４７万８,０００円です。 

 平成２９年度実績は５５万７,０００円で

す。 

 平成３０年度合計３３２万６,０００円、

平成２９年度実績は３２２万３,４００円と

なっております。 

 次に、ハンターの年齢構成ですが、美幌

町鳥獣被害対策実施隊及び有害駆除に出動

されている猟友会美幌支部の平成２９年４

月１日現在の年齢構成ですが、２０代が１

名、３０代が６名、４０代が３名、５０代

が１５名、６０代が９名、７０代が４名、

８０代が１名の３９名で構成しており、平

均年齢は５６.１歳となっており、北海道猟

友会の平均年齢は５８.３歳となっておりま

す。 

 訂正及び記載漏れがありましたことをお

わび申し上げます。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 積算内訳とハンタ

ーの年齢構成は十分わかりました。 

 何点か質問いたします。 

 昨年、平成２９年度のエゾシカとクマの

駆除数を教えてください。それから、農林

業の被害額と、ドローンを活用した駆除は

されたのかどうかという点でございます。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） お答え申し上

げます。 

 駆除頭数でございますが、農業農作物被

害の中で実施している駆除頭数は、エゾシ

カ６００頭、ヒグマについてはございませ

ん。 

 被害額につきましては、まだ確定はして

おりませんが、３,９２６万円でございま

す。 

 また、ドローンを活用した駆除は実施し

ておりません。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 近年、シカ肉が大

変好評で、テレビや新聞報道などでも結構

出ております。そういうシカの肉を加工、

利用しての経済的な効果について、担当部

局のほうで話が出ているかどうか、お伺い

いたします。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまのシ

カ肉の加工等に関するお尋ねでございます

が、この関係は、かねてから各市町村でも

同じような状況でございますけれども、本

町におきましては、施設整備の問題や人的

問題等々がございまして、そういった構想

には至っておりません。 

 また、このことにつきましては、今後

も、他町村の状況等を研究してまいりたい

と思っておりますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） １４３ページの

環境保全型農業直接支援対策事業費補助金

ですが、補助金の内容についてお知らせい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） 御質問にお答

え申し上げます。 

 環境保全型農業直接支援対策事業につき

ましては、地球温暖化防止や生物多様化、

保全等に効果の高い営農活動に取り組む農

業者団体等に対して追加的なコストを支援

する事業で、戸別所得補償制度の本格的な

実施にあわせて環境保全型農業直接支援対

策として平成２３年度から実施されてお

り、平成２６年度に日本型直接支払制度と
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して位置づけられ、平成２７年度より、農

業の有する多面的機能の発揮に関する法律

に基づく制度として実施されております。 

 平成２７年度から要綱が一部改正され、

支援対象者が農業者から農業者の組織する

団体等へと変更になり、本町では平成２７

年６月に美幌町環境保全型農業推進協議会

が設立され、１５名の構成員、そのうち事

務局としてＪＡ職員１名が、環境保全型農

業に取り組んでおります。 

 事業要件としましては、販売を目的に生

産している農業者で、エコファーマー認定

者となっておりますが、それよりも高い水

準で環境型農業に取り組みをしているＹＥ

Ｓ！ｃｌｅａｎ農産物表示制度登録集団の

構成員、特別栽培農産物認証を取得してい

る農業者、有機ＪＡＳ認定者も対象となっ

ております。 

 また、国、道、町の負担割合ですが、国

２分の１、道４分の１、町４分の１となっ

ており、町が一括して対象者へ交付し、道

を通じて４分の３が歳入となります。 

 平成３０年度の取り組み予定ですが、有

機農業の取り組みが６名、４,３４３アー

ル、反当たり８,０００円で３４７万４,４

００円、５割低減プラスカバークロップの

取り組みが８名、５,９８６アール、反当た

り８,０００円で４７８万８,８００円、５

割低減プラスリビングマルチの取り組みが

１名で、３６０アール、反当たり８,０００

円で２８万８,０００円。合計で８５５万

１,２００円です。 

 過去の実績ですが、平成２９年度の実績

といたしまして、有機農業の取り組みが６

名で４,３７０アール、反当たり７,２８０

円で３１８万１，３６０円、５割低減プラ

スカバークロップの取り組みが６名で３,３

１６アール、反当たり７,２８０円の２４１

万４,０４８円、５割低減プラスリビングマ

ルチの取り組みが１名で３６０アール、反

当たり７,２８０円で２６万２,０８０円、

合計で５８５万７,４８８円となっておりま

す。 

 なお、平成２９年度の単価ですが、全国

での取り組み面積がふえたことから、８,０

００円の単価を下回っております。 

 平成２８年度実績については、記載のと

おりとなっております。 

 また、各取り組みの内容については資料

のとおりでございますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） 仕組みについて

は、割と前からの事業ですので、大体はわ

かっていたのですが、先進的な農業に取り

組む補助金なので、農家の数がどのぐらい

いるのかを知りたくて質問させていただい

たわけです。 

 美幌町は、ほかの町村と比べまして、こ

の事業に対する補助金の動向はどのように

なっているのか、お知らせいただきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） お答え申し上

げます。 

 取り組み者の認定状況ですが、エコファ

ーマー認定者が２８名、ＹＥＳ！ｃｌｅａ

ｎ農産物表示制度が５団体３８名、特別栽

培農産物認証は美幌町にはおりません。有

機ＪＡＳ認定者が４名でございます。 

 大変申しわけありませんが、ほかの自治

体と比較したことがありませんので、今は

お答えできません。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） １４３ページの

農林水産業費、農業費、農業振興費、アス

パラガスフォーラム開催負担金１０万円で

すけれども、この事業内容についてお知ら

せください。 

○議長（大原 昇君） みらい農業センタ

ー主幹。 

○みらい農業センター主幹（午来 博君） 
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 御質問にお答え申し上げます。 

 本町のアスパラガスは、露地栽培、ハウ

ス立茎栽培、伏せ込み促成栽培の全作型が

導入されており、９カ月もの長期間出荷が

可能な道内唯一の産地であります。 

 中でも、冬期間栽培の伏せ込み促成栽培

は、冬姫と命名され、国産品がほぼ皆無と

なる１１月出荷に取り組んでおり、付加価

値の高いアスパラガスとして知名度を高め

ております。 

 このような中で、町、ＪＡびほろ、道立

総合研究機構などで構成する実行委員会に

対して、次の内容によるフォーラム開催費

用の一部を負担するものであります。 

 開催目的です。 

 道立総合研究機構などとともに全道規模

のフォーラムを開催することで、美幌産ア

スパラガスを全道、全国にＰＲし、産地と

してのさらなる知名度向上を図ります。 

 アスパラガスの最新技術開発及び調査研

究に取り組む著名な研究者を講師に招き、

生産者及び関係機関職員の技術力、知識の

向上を図ります。 

 開催概要です。 

 開催時期は、平成３０年１１月下旬に２

日間の開催を予定しております。 

 開催場所は、１日目はびほーるにて講演

会、２日目は栽培圃場の現地視察を予定し

ております。 

 開催内容です。 

 講演を４課題予定しておりまして、道立

試験場研究者３名及び大学教授１名、ま

た、パネルディスカッションを開催する予

定です。 

 参加の見込みでございますが、農業者、

ＪＡ、道立総合研究機構、普及センター、

大学、市町村等、２００から２５０名の参

加を見込んでおります。 

 開催費用は３３万円で、講師旅費、バス

借上料、資料印刷などでございます。 

 その他、１日目終了後に開催する交流会

において、本町特産品の直売コーナーを設

置する予定でございます。 

 以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 美幌の農業に関

するフォーラムということで、参加者が２

００名から２５０名と結構たくさん呼びか

けていると思っていますが、このぐらいの

予算ということは、参加者の負担をどのぐ

らいに考えているのか。今、農業者、Ｊ

Ａ、道立総合研究機構、普及センターなど

がお金を出し合って、このぐらいの金額で

十分なことができるということなのか。バ

ス１台を借りても結構な金額ですので、参

加者負担をどのぐらいに考えているのか、

教えてください。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまのお

尋ねでございますが、まず、参加者の負担

は今のところ考えておりません。かかる費

用は約３３万円を見込んでおりますが、

町、ＪＡ、農業試験場ほかで費用負担をし

て賄う予定でおります。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） １４５ページの牧

野管理運営事業、修繕料１,１２７万４,０

００円の積算内訳についてお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） 御質問にお答

え申し上げます。 

 牧野管理運営事業、修繕料の積算内訳で

ございますが、美幌峠牧場監視舎前のり面

修繕一式で８５０万円、防雪柵修繕４カ

所、１カ所当たり２９万７,０００円で１１

８万８,０００円、発電機修繕一式で６２万

２,０８０円、美幌峠牧場避難舎横漏電修繕

一式で２０万５,２００円、美幌峠牧場施設

一般修繕一式で２０万円、家畜運搬車修
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繕、車検でございますが、２０万７,１２８

円、ロータリー除雪車修繕３５万７６０

円、合計で１,１２７万３,１６８円となっ

ております。 

 美幌峠牧場監視舎前のり面修繕ですが、

平成２８年８月の台風７号及び９月の台風

９号、１１号により、牧場監視舎前ののり

面２カ所が崩落したものを修繕するもので

ございます。 

 修繕につきましては、平成２９年度予算

で行うことで進めておりましたが、春先の

雪解けにより崩落面積が拡大したことが判

明し、現予算内では完全な修繕ができない

ことや、町内の建設業者に確認するも、人

手の確保、重機の確保ができないことか

ら、補正で対応しても完全な修繕ができな

いこと、さらには、必要とする土の調達が

新年度であれば近隣で施工する道営事業で

の手当が可能なことから、平成２９年度は

予算の範囲内で崩落箇所が拡大しないよう

に応急修繕を実施し、新年度に本格的な修

繕を行うものであります。 

 また、家畜運搬車車検にかかる経費につ

きましては、有限会社ワタミファームより

歳入で受けることとしております。 

 以上、御説明しましたので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） この中の家畜運搬

車修繕、車検については、ワタミファーム

から後から戻されるということですが、な

ぜここに入っているのかわかりません。 

 それから、この修繕費の１,１００万円

は、今年度だけであればいいのですけれど

も、これからワタミファームに渡す中で、

この修繕費は毎年どのぐらいかかる見込み

なのか、教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまの修

繕の関係でございますが、まず一つ目の家

畜運搬車の関係でございます。 

 こちらにつきましては、所有が町ですの

で、町の財産ということで、町が修繕料を

計上しており、かかる費用についてワタミ

ファームからいただく形になっておりま

す。 

 今後の修繕料の関係でございますが、今

年の大きな費用としましては、先ほど御説

明申し上げましたのり面の修繕が非常に大

きな状況でございます。 

 また、今後につきましては、道路や橋

梁、トンネル等のインフラ、さらには水道

等のインフラについては、所有者である町

を基本に考えておりますが、今後も点検等

を十分にして、費用についてはなるべく圧

縮する方向で考えておりますので、よろし

くお願いします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 同じ項目で、髙橋

議員からも質問がありましたけれども、毎

年のように、峠牧場の修繕は数百万円単位

でかかっております。今回、のり面修復の

金額が一番大きいということであります。

今冬季は降雪が少なかったこともあり、去

年から今年にかけて新たに崩れたところは

ないと思います。のり面は８５０万円かけ

て修復するわけでありますけれども、どう

してもここをやらなければいろいろと支障

を来す場所なのか、今後、１００％崩れな

いと断言はできないでしょうけれども、そ

の点についてお話しできるところがあれば

お伺いします。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまのの

り面修繕の関係でございますが、１回目の

答弁で御説明申し上げたとおり、昨年は応

急的な修繕を行っております。したがいま

して、今年につきましては本格復旧を行い

ます。 

 本格復旧につきましては、工法等を考慮

いたしまして、後々、長持ちするよう、再

度の災害が起こりにくいように行ってまい
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りますので、御理解いただきたく、よろし

くお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） １４５ページの

農林水産業費、農業費、畜産業費の中の美

幌峠牧場預託牛管理業務委託料の２６４万

７,０００円について、その積算内容及び前

年予算からの減額理由をお知らせ願いたい

と存じます。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） 御質問にお答

え申し上げます。 

 美幌峠牧場預託牛管理業務委託料の積算

内訳は、夏季放牧期間として５月１５日か

ら１０月３１日までの１６９日間で、夏季

放牧料金１日当たり２６０円、５０頭の１

６９日間で２１９万７,０００円、冬季舎飼

期間として１１月１日から３月３１日まで

の１５０日間で冬季舎飼料金６００円の５

頭掛ける１５０日間で４５万円、合計で２

６４万７,０００円となり、歳入歳出同額と

なります。 

 前年度からの減額理由につきましては、

前年度当初予算では夏季放牧頭数を１００

頭と試算しておりましたが、平成２９年度

は町内からの預託牛の要望がなかったこと

から、平成３０年度においては夏季放牧の

頭数を半数としております。 

 なお、冬季舎飼頭数は同数としておりま

す。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） お尋ね申し上げ

ます。 

 今、御説明あったように、平成２９年度

は実績なしということでありますが、２５

年から２８年の間は舎飼のほうもなしなの

か、ありなのかをはっきり言っていただき

たいということがまず１点です。 

 また、データを見せていただいています

が、夏季の放牧について、去年は全くなか

ったということを鑑みましたら、半分にし

たという組み立ての仕方ですが、作業とし

て、美幌町内の畜産家の人たちと、例えば

峠牧場に平成３０年度は預けるというよう

な会合があったのか、なかったのかという

ことも含めながら、畜産家が何件いるのか

ということと、年度によって多少違うと思

いますが、現有の牛の頭数がおわかりであ

れば、あわせてお知らせ願いたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） お答え申し上

げます。 

 舎飼についても預託牛はございませんで

した。 

 牛の頭数でございますが、平成２７年度

で乳用牛の飼育者が２０件、１,５７６頭で

ございます。肉用牛で飼育者が２６件、７,

１２４頭でございます。 

 また、畜産農家と放牧の計画について会

合はしておりませんが、総会等でお願いを

したり、年前には預託の案内をして預託牛

を確保するように努力しているところでご

ざいます。 

 また、ニーズがあるのは冬季舎飼だと考

えておりまして、ＪＡとも相談しておりま

すが、ワタミファームが通年やることによ

り、預託牛がふえるのではないかという話

はしております。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） やはり、相手方

を通しながらいろいろなデータを掌握し

て、行政側としても計画を立てるべきでは

ないかと思います。来年度からは、こうい

う点においても受け入れができますという

御案内ばかりではなくて、ワタミファーム

が基本的に経営しているわけですから、ワ

タミファームとしても舎飼は何頭までだっ
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たらいいということも含めながら、町内の

畜産家がどのぐらいの考え方を持っている

かというデータはそろえておくべきですの

で、来年度はそれに向けて努力していただ

きたいという意見を付しておきます。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） １４５ページでご

ざいます。畜産業費の施設等借上料３１万

２,０００円の内容について御説明を願いま

す。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖行君） 御質問にお答

え申し上げます。 

 施設等借上料の内訳についてでございま

す。 

 平成２７年４月に閉鎖を意思決定した栄

森牧場の道有林借上料３０万３,１１２円

と、林道から牧場までの取りつけ道路借上

料８,０００円の合計３１万１，１１２円で

す。 

 借上料につきましては、所有者である北

海道と今後の利活用について継続して協議

をしており、平成３０年度においても借り

上げをすることから、予算計上しておりま

す。 

 以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 栄森牧場が閉鎖し

たのは平成２７年４月です。その後、２８

年度の予算で３１万２,０００円、昨年も同

じ借上料が予算化されていたということ

で、その内容がわからなかったところで

す。 

 道との交渉経過も入っているわけですけ

れども、この交渉経過の中で、昨年の１０

月に道から町が取得する場合に、土地評

価、立木評価、立木調査費用、測量費など

で８,９００万円かかるということで、金額

的にもかなり高額な感じが見受けられま

す。（発言する者あり） 

○議長（大原 昇君） 今の部分に関し

て、何かありませんか。 

 １１番橋本博之さん。 

○１１番（橋本博之君） ただいまの新鞍

議員に引き続きまして、御質問させていた

だきます。 

 今、道が言ってきているのは、町が取得

する場合と分収造林事業のどっちかにしろ

ということで、中身を読んでいきますと、

町と道が分収林の契約を締結したみたいな

ことが書いてあります。 

 その前に、道が町に対して８,９００万円

の数字を示していますが、これは全く実情

に合っていないのではないか、交渉をきち

んとしているのかということです。 

 例えば、立木がございます。昭和４０年

前後に栄森牧場から借りているようです

が、借りている間に育った木というのは、

美幌町のものではないかと思います。そう

なりますと、立木調査費も必要なくなりま

すし、逆に１,６００万円ならお釣りが出る

のではないかという感じがしますけれど

も、そこはどんな交渉の過程があったか、

お聞きしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） まず、道との

交渉経過でございますけれども、栄森牧場

閉鎖後の北海道との協議経過でございま

す。まず、貸し付けを受けたときの条件が

返還時には原状回復して北海道に返還する

こととなっております。原状回復するに

は、植林に要する経費や牧柵等の撤去に要

する経費に多額な費用が生じることから、

当初は栄森牧場を購入し、町有林として活

用することで北海道と協議を進めておりま

した。 

 平成２９年１０月、北海道から町が取得

する場合、土地の評価で１,６７２万１,０

００円、立木評価で３,２００万円、立木調

査費用で３，５４８万円、測量費で４９８

万３,０００円の合計８,９１８万４,０００
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円と回答がありました。 

 また、同年１１月には道有林の貸し付け

に係る取り扱いの運用が改正されることと

なり、その中で無償貸し付けできる用途と

して二つが追加される見込みとなりまし

た。 

 一つ目は、地域の森林整備及び保全を図

るための施設、二つ目は、森林散策や林業

体験などの木育活動を行うための施設、い

ずれも特定の者の利益を上げるものは除く

とされておりますが、このことから、無償

貸し付けの可能性はあったものの、植林後

は北海道へ返還となるので、町として考え

ておりました企業の森林での植林は不可能

となることから、町からの提案といたしま

して、分収林として町と北海道が契約する

ことで協議したいと申し入れをしたところ

であります。 

 その結果について、北海道から昨年１２

月に町と北海道で分収契約を締結し、町が

企業の森林造成を行うことで合意したとこ

ろであります。 

 分収契約の内容ですが、１０年間かけて

企業の森林造成を行い、分収期間は４０年

とし、分収割合は町が８割、北海道が２割

となっております。 

 また、その他の条件でございますが、作

業道路は町で開設、面積測量は借り受け

者、町が行い、牧柵等は造林実施分を年次

的に補助事業を一部活用しながら町が撤去

することで考えております。 

 橋本議員からお尋ねがございました立木

の植栽等の関係でございますが、この土地

は全筆で約９９ヘクタールございますの

で、そのうち牧場部分として４０ヘクター

ル、この部分に対して原状復帰で返す場合

は植林が必要ということであります。 

 北海道から提案のありました立木評価に

つきましては、借りている部分で、牧場部

分ではないところになります。もともと林

地として町が借り受けている部分の評価額

になります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） わかりました。

牧場部分と林地の部分があったということ

で、その林地に生えていた立木が３,２００

万円あるということ。 

 そこは、借りていてそこで育ったのに、

北海道のものなのですか。そういう契約だ

ったのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 当初からお借

りしたときは林地ということでしたので、

そこにある木も北海道の立木という考えで

こういう提示がございました。 

 しかしながら、１回目の答弁でお話しさ

せていただきましたように、この条件では

到底のめるものではないと判断をさせてい

ただき、今の分収という方向性で話をさせ

ていただいている状況です。 

 また、このことが北海道の中で正式決定

するまでにまだ若干の時間を要するという

ことで、今年度につきましても土地の借上

料を計上させていただいているところであ

ります。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） 分収林制度とい

うのは、結構古くからあるものだと思いま

すが、４０年後に町が８割、道が２割とな

っています。最終的には、４０年後ですか

ら、どういう見通しになるかはわかりませ

んが、これでは採算的には損をしないとい

う結論かどうか、その点を最後にお聞きし

て終わりたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 苦肉の策とい

いますか、町が直接取得するとなると、こ

ちらにありますように、約９,０００万円近

い費用がかかる状況にあります。 

 そのような中で、現在、町は、企業の森
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林ということで、企業と連携しながら植林

活動に努めておりますが、こちらについて

も、現状で場所が少なくなっている状況も

あります。 

 そういった中で、お互いが歩み寄って、

ウイン・ウインに少しでも近づけるような

方向にしていきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は、１１時５分といたします。 

午前１０時５１分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時０５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 引き続き、平成３０年度美幌町一般会計

予算についての質疑を行います。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） １４７ページのみ

どりの村管理費のみどりの村振興公社管理

運営費負担金２,２８９万５,０００円でご

ざいますが、平成２９年度から大幅に減額

となっておりますが、見直しされた内容に

ついて御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） みどりの村管

理運営費負担金でございますが、こちらは

公社職員２名、公社嘱託職員が通年４名、

季節２名、パート職員１名、夜勤代替臨時

職員１名の計１０名分の人件費並びに健康

診断委託料を計上しております。 

 前年度予算と比較して１０２万９,０００

円の減額となっておりますが、賃金単価増

による増の３９万１,０００円のほか、大き

な減額の要因といたしましては、管理業務

に従事しております嘱託職員、通年雇用で

ありますが、１名が平成２９年９月に退職

したことに伴い、業務内容を見直しして、

後任につきましては、繁忙期である４月か

ら９月までの６カ月間の雇用とし、閑散期

である１０月から３月までの６カ月間は他

の職員がその業務を担うこととしたことに

よる減額でございます。 

 この減額の中身につきましては、共済費

として２０万３,０００円、賃金として１２

１万７,０００円、合計１４２万円の減額と

なっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） １４７ページの

農林水産業費、農業費、みどりの村管理費

の農林漁業体験実習施設管理委託料２８３

万９,０００円の事業内容について、前年度

予算からの増額理由をお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） この委託料

は、グリーンビレッジ美幌の施設管理に要

する費用を計上しており、前年度当初予算

と比較して１２７万円の増額となっており

ます。 

 その主な増額内容でございますが、給

湯、暖房用Ａ重油の単価増が７２万６,００

０円、非常灯設備の修繕で１１万４,０００

円、給湯ボイラーの保守点検料で１６万２,

０００円、地下タンク清掃委託料で５万６,

０００円、客室用の布団マットレスの更新

で２４万２,０００円となっております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） グリーンビレッ

ジの加工室を管理しながら、宿泊のところ

もということですが、１月には、宿泊の方

がいて、音楽の方が何日間か長いこと泊ま

っていただいていると思います。その中

で、予算についてのことではありませんけ

れども、トイレは一緒になってしまったり

というのはどうかと思います。 

 加工室のほうから来たときに、ちょっと

隔てがあれば宿泊の方でもいいのではない

かと思っています。 

 ここで言うことではありませんけれど

も、まだまだ使えそうな施設なので、大き
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なすみ分けは要りませんけれど、もうちょ

っと目隠しがあってもいいのではないかと

思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいま議員

から御提案がありましたように、この施設

は、利用者の方がいかに気持ちよく時間を

過ごしていただくかということに尽きると

思いますので、気持ちよく過ごしていただ

けるさまざまな方法について、今後も十分

検討していきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、１項、農

業費を終わります。 

 次に、２項、林業費、１４６ページから

１５３ページまでの質疑を許します。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） １４９ページの林

業総務費の入学祝！木（き）づかい事業消

耗品費２２万５,０００円について、贈呈す

る文房具ということでしたが、内容につい

て御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま

の御質問でございますけれども、１歳のは

じめての木づかい事業が定着しつつありま

して、さらに、ＦＳＣ町産認証材の普及促

進を進めるために、町内小学校入学生徒に

対しまして、入学祝いとして、ＦＳＣ町産

認証材で製作した文房具、ペン立てでござ

いますけれども、これに各学校の校章を入

れて贈呈するものでございます。 

 大きさにつきましては、高さ１０セン

チ、横８センチ、奥行き８センチでござい

ます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 校章入りというこ

とですので、大事に使えば一生物ですか

ら、思い出に残るいい贈答になると思いま

すが、せっかく校章を入れるのでしたら、

この予算の中で、例えば、子供さんのお名

前を彫り込むなどすると、大事な宝物にな

るのではないかと思いました。コストはか

かると思うのですけれども、そんなことが

可能なのかどうか、その辺の検討はいかが

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま

の御質問ですけれども、一応、レーザー加

工で校章を入れる予定でございます。その

中には、「祝、入学おめでとう」と、ＦＳ

Ｃマークと、入学された年度を彫り込んで

贈呈するということでございます。 

 ただいまの名前入りについても、今後、

考えさせていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） １４９ページ、

農林水産業費、林業費、林業総務費の中の

エコハウス清掃等業務委託料２９１万７,０

００円について、事業の内容及び積算内容

についてお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） エコハウス清

掃等業務委託の関係でございますが、こち

らの業務内容といたしまして、エコハウス

の清掃、エコハウスの利用調整、エコハウ

スの研修者及び視察者等の対応、その他、

エコハウスに関することを業務内容といた

しまして、従事している公社職員の人件費

や業務実施に係る消耗品費、燃料費、光熱

水費などの経費を計上しているところであ

ります。 

 ２９１万７,０００円の内訳でございます

が、共済費で１４万８,０００円、賃金で９

１万９,０００円です。こちらにつきまして

は、みどりの村振興公社の嘱託職員２名分

のうち、２割相当分を計上しております。 

 需用費といたしまして、消耗品費で１０
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万５,０００円、燃料費で４２万７,０００

円、光熱水費で７６万２,０００円、修繕料

で１８万３,０００円、役務費で２７万５,

０００円、このうち手数料として１６万円

と保険料で１１万５,０００円、委託料とし

て５万４,０００円、使用料及び賃借料で２

万６,０００円、原材料費で１万円、公課費

で８,０００円という内訳でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 資料の１３ペー

ジの内容の中で、今、積算根拠が述べられ

ましたが、賃金、共済費に限ってというの

は、他の項目は、エコハウスを使うに当た

って、備品とか設備など、もろもろかかる

のはわかりました。 

 それで、あえて絞ってお聞かせ願いたい

と思いますが、嘱託職員２名分の賃金２

０％というその割合は、根拠がないもの

で、今、私も言えませんが、これは公社の

職員だと思います。 

 ちょっと失礼だと思いますが、先ほど上

杉議員が聞いた嘱託職員の賃金、これはど

うしても絡んでいるものですから。資料で

言えば、１０ページの積算の嘱託職員の賃

金は８０％として見ているのかどうかも含

めての２０％かという説明をいただきたい

ということです。 

 それから、エコハウスの状況です。年々

変わると思いますが、どのくらいの日数で

宿泊いただいているかというのは、過去に

もいただいていますが、直近の例を示して

ください。 

 それから、営業展開です。泊まれるよと

大きい声でコマーシャルしていいかどうか

というのは、苦肉の策のこともあると思い

ますが、そこら辺もあわせてお教え願いた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 初めに、吉住

議員がおっしゃる２０％、８０％の関係で

ございますが、みどりの村振興公社の嘱託

職員の賃金につきましては、８０％をみど

りの村振興公社管理運営負担金で計上して

おります。残りの２０％をエコハウス清掃

等業務委託料の対象として、公社の側では

森林公園管理事業費という科目で計上して

いるところでございます。 

 また、この業務内容につきましては、清

掃や利用調整等０.２人工の業務を要してい

る状況であります。 

 また、利用実績でございますが、平成２

９年度の利用者数は９５４名ということ

で、前年度が９６３名ですので、若干下回

っている状況にあります。 

 今後の事業展開でございますが、議員御

承知のとおり、あそこの建物は非常にロケ

ーションがよく、１棟貸しという形で、他

の宿泊施設にないような状況でもあります

ので、ホームページやさまざまな場面を通

じて利用のＰＲ等に取り組んでいきたいと

思います。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） まず１点確認で

す。 

 私はエコハウスの部分ということで聞い

ていますが、今、９５４名の宿泊者だと単

純に受けとめました。再度、そのとおりだ

ったらそのとおりで構いませんが、お互い

に勘違いがあったら困りますから、エコハ

ウスの宿泊者数について伺います。 

 現実に、１日につき３名で泊まるときも

ありますし、４名で泊まることもあります

が、泊まった施設の占有の日にちを改めて

お聞かせ願いたいです。 

 あえて言えば、事務的なことは別とし

て、清掃、例えば、５０日しか占有しない

としたら、清掃だって毎日毎日するわけで

はないという思いもあるものですから、事

務的なことの受け付けは、３６５日されな

ければいけないという行為がありますけれ

ども、清掃というのは、エコハウスの宿泊
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した日数によっても変わると思います。 

 そこら辺について、もう少し細かいお話

ができるのであれば、お教え願いたいと存

じます。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 先ほどの利用

者９５４名の件でございますが、こちらに

つきましては、見学で５６人、時間貸しで

６０人、宿泊研修で８３８人、合計９５４

人となっております。 

 議員がおっしゃるように、利用があった

ときには、当然、清掃のボリュームが違う

ということは重々承知しております。 

 このほかに、業務の内容としましては、

外回りを含めた清掃等があるということで

御理解いただければと思います。よろしく

お願いします。（「去年の宿泊占有者とい

う意味での宿泊日数は言っていないと思い

ます。」と発言する者あり。） 

 平成２８年度の宿泊研修につきまして

は、約８００人という状況でございます。 

 日数については、今、手元にございませ

んので、後ほどでもよろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） １４９ページの町

産材活用促進事業補助金の１,７４０万円に

ついて、積算内訳及び平成２９年度の実績

についてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま

の御質問にお答えいたします。 

 １,７４０万円の積算内訳でございますけ

れども、積算の内容は、集成材及びコアド

ライ材の使用量に対して補助するものであ

ります。 

 補助金につきましては、集成材１立方メ

ートル当たり４万円、コアドライ材につい

ては１立方メートル当たり１２万円を助成

するものでございます。 

 積算の内容につきましては、集成材が１

９５立方メートル掛ける４万円で、７８０

万円、コアドライ材は８０立方メートル掛

ける１２万円の９６０万円、合計で１５棟

分１,７４０万円の予算額となっておりま

す。 

 拡大の理由でございますけれども、昨年

度までＦＳＣ認証集成材の補助を行ってお

りましたが、本年度から新たな乾燥技術の

ＦＳＣ認証コアドライ材の生産が本格稼働

することに伴いまして、一層の普及促進を

図っていきたいと考えておりますので、御

理解をお願いいたします。 

 実績につきましては、配付しております

資料のとおりでございます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） 町産材活用事業補

助金は、町内にコアドライ材の工場ができ

ているということで、大変有益な補助金だ

と思っております。 

 この利用は、新築限定なのか、改修工事

にも該当できるのか、お教え願います。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） 町産材活

用事業ですが、新築、改築両方可能でござ

います。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） 同じく１４９ペー

ジ、木質ペレットストーブ購入補助金４０

０万円の積算内訳及び平成２９年度の実績

についてお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ペレット

ストーブの購入補助金４００万円でござい

ますけれども、積算内訳につきましては、

ペレットストーブの購入に要する経費の３

分の２以内、４０万円を上限として助成す

るものでございます。 

 積算内容ですけれども、４０万円掛ける

１０台分を予算化したものでございます。 

 実績につきましては、配付資料のとおり
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でございます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） この補助金も先ほ

どと同じですけれども、ペレットストーブ

利用促進という意味でこの資料をもらいま

したが、ばらつきがあって、結構苦戦して

いるなという数字が出ています。これに対

して、ペレットストーブの普及ＰＲをどの

ように力を入れているのか、お聞かせくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ペレットスト

ーブ購入費の関係でございますが、こちら

につきましては、やはり、その時々の灯油

の単価や電気料なども原因の一つであろう

かと考えております。 

 ＰＲの方法でございますが、一つは、広

報、ホームページのほかに、毎年、各種イ

ベントを通じて、ペレットストーブ取り扱

い業者さんのほうでＰＲ等を行っていただ

いているところであります。 

 また、林業館きてらすなどにも案内パネ

ル等を置いておりますが、これをより一層

使っていただけるように、さらなる工夫を

考えていきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） １５１ページの林

業振興費の中の未来につなぐ森づくり推進

事業補助金３,２７６万円の事業内容につい

て説明をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま

の御質問にお答えを申し上げます。 

 この事業につきましては、公共造林事業

の上乗せ補助として、伐採後の確実な植林

等に支援するとともに、伐採跡地の植林に

対して助成するものでございます。このこ

とによりまして、無立木地の解消を図るも

のでございます。 

 補助の内容につきましては、公共造林事

業、これは６８％を公共事業でもらえるの

ですが、この残の３２％を未来につなぐ森

づくり推進事業で補助するものでございま

す。 

 ３２％の内訳といたしまして、道が１

６％、町が１０％を助成するもので、森林

所有者が６％の持ち出しとなります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 事業内容について

は、よく理解いたしました。 

 １点だけお伺いしますけれども、平成２

９年度の植林等の実績面積がおわかりでし

たらお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） 平成２９

年度の造林実績でございますけれども、１

５８.４９ヘクタールでございます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） １５１ページ、造

林作業委託料２,９２２万円の積算内訳につ

いてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま

の質問でございますけれども、町有林造林

作業委託料の積算内容、事業につきまして

は５事業ありまして、一つ目は、造林事

業、箇所数については５地区、２０.８８ヘ

クタール、１,６３２万７,４２９円となっ

ております。 

 次に、下刈り事業でございますが、箇所

数は７地区、総面積３８.７３ヘクタール、

事業費５１４万４,３５０円となっておりま

す。 

 次に、間伐事業につきましては、１カ所

で面積７.６ヘクタール、事業費は３２３万

９,７２８円となっております。 
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 次に、保育間伐事業、これは除伐でござ

います。２カ所で面積２２.０２ヘクター

ル、事業費で４２２万４,９５５円となって

おります。 

 最後に、被害地造林１カ所で面積０.７８

ヘクタール、事業費で２８万２,８１２円と

なっております。 

 造林作業委託合計でございますけれど

も、面積で９０.０１ヘクタール、総委託事

業費として２,９２１万９,２７４円となっ

ております。 

 資料につきましては、配付のとおりでご

ざいます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １３番古舘繁夫さ

ん。 

○１３番（古舘繁夫君） 私は、１５１ペ

ージの林業費の町有林管理費の中でありま

すが、車両を買うのだということで、これ

はどのような機能を持つ車両なのか、御説

明をいただきたい。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま

の備品購入３７４万８,０００円でございま

すけれども、自走式の大型草刈り車という

ことで、堤防用の草刈り機を林業用に改良

した機械でございます。 

 今回購入する機械につきましては、平成

２８年度製の中古車でございます。 

 主な機能につきましては、刈刃が油圧駆

動方式で、正・逆回転及び飛び石の防止機

能、障害物などのある場所でも安全作業が

可能でございます。 

 障害物に強いシャックル刈刃を使用して

おり、刈刃の寿命が長持ちいたします。 

 刈り幅につきましては、１,５４５ミリメ

ートルでありまして、フル油圧駆動のた

め、安定的に刈り払えるものでございま

す。 

 傾斜地についても、運転席を常に水平に

保つことができまして、最大安定傾斜角度

３０度まで安定して作業を行えるものでご

ざいます。 

 以上、説明をいたしました。よろしくお

願いします。 

○議長（大原 昇君） １３番古舘繁夫さ

ん。 

○１３番（古舘繁夫君） 山の中の作業と

いうのは大変厳しくて、今、全国的にも林

業機械はすばらしいものがいろいろ出てい

ると承知しておりますし、きっといいもの

なのだろうと思いますが、今伺うと、中古

だということです。まず一つは、これは国

産なのか、舶来製なのか、過去にいろいろ

な役所で買ったものを使おうと思ったら、

壊れていて部品をとるのに２週間かかると

いうことはよくあるのですが、そんなこと

があるのかどうかということです。 

 また、今、主幹が説明してくれたからき

っと大丈夫なのだろうと思うのだけれど

も、山で草刈りをしていて、抜根にもしっ

かり対応するかのようなことが書いてある

けれども、センサーか何かがついていて、

運転していて、抜根にぶつかる一歩手前で

とまるのか、または、そんな抜根ぐらいは

大丈夫なのか、その辺が心配です。 

 また、前段で髙橋議員が指摘されたとこ

ろに使うということなのか、お伺いしたい

です。 

 それから、民間の業者さんでこういうも

のを持っている人がいるのか。美幌町内に

は、中古とはいえ、初めての購入なのか。

町内の業者が持っているということがあれ

ば聞かせてほしいです。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま

の御質問でございますけれども、機種につ

きましては、エンジンがクボタの水冷４サ

イクル４気筒ディーゼルという日本製を使

っております。 

 また、山で草刈りをして大丈夫なのかと

いうことですけれども、一応、高い抜根に

ついては、そこを避けて通ってもらいまし
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て、低い抜根だったらそのままいける、ま

た、乗り上げたり、傾斜角度３０度以上に

なればブザーが鳴って、それでも進めば自

動停止するような装置がついております。 

 町有林のどのようなところで使うかです

けれども、今、企業の森林を推進しており

ますが、直営で造林して、地ごしらえをす

るときと、作業道の草刈り等に使用してい

きたいと思っております。 

 これを民間で持っているのかということ

ですけれども、造林協会のほうでデモを行

いました。平成２８年に４市町村、２９年

に３市町村でデモをした機械です。 

 全道ではまだ一台も入っていないと思い

ます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １３番古舘繁夫さ

ん。 

○１３番（古舘繁夫君） 理解いたしまし

た。 

 きっと、皆さんでいろいろと検討した中

で、草払い作業を軽減できる機械なのだろ

うと思いますが、ぜひ安全に、そして効率

がよく、結果的に車両を買ってよかったな

と言えるようにしてほしいと思います。デ

モ車と言いながら、抜根はいろいろな条件

があると思いますが、町内の除排雪など

も、小さい事故やＬブロックにひっかけた

ということがありますが、使おうと思った

ときには大事なところが壊れてないなどと

いうことがないように、ぜひ考えて使って

もらいたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） ２項、林業費、１

４６ページから１５３ページまでについ

て、ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、６款、農

林水産業費を終わります。 

 次に、７款、商工費、１５４ページから

１５９ページまでの質疑を許します。 

 １番髙橋秀明さん。 

○１番（髙橋秀明君） １５５ページの未

来を拓く商店街若者応援事業補助金１０万

８,０００円の積算内訳について、お伺いい

たします。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） 御質問にお答

えいたします。 

 未来を拓く商店街若者応援事業補助金

は、連合商店会の青年会が行います商店街

の持続・発展を目的とした取り組みに対し

まして、そのかかる経費の２分の１を補助

するものであります。 

 事業内容ですが、まず１点目といたしま

して、先進地視察５万８,０００円でござい

ます。 

 視察人数は、各商店会から１名ずつ計４

名で、視察先はニセコビュープラザ、千歳

タウンプラザ、ふらの青年団、美瑛選果、

同じく美瑛町の丘のまち交流館を予定して

おります。 

 次に、二つ目ですが、商店街フォーラ

ム、５万円でございます。 

 こちらは、有識者を招きまして、講義や

ディスカッションなどにより、商店街の課

題の抽出や今後の方向性などを導き出すこ

とを目的として開催いたします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） これは、これから

この町を背負っていく若い人たちの応援と

いうことだと思いますけれども、先進地視

察に関して、町のほうも誰か同行して一緒

に勉強するということになっているのかど

うか、教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 視察の同行の

件でございますが、こちらは、昨年も事業

を実施しておりまして、昨年は担当職員１

名を同行させていただきましたけれども、

ことしにつきましては、同行の予定はござ

いません。 
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 御理解いただければと思います。よろし

くお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） ちょっと同意でき

ないのですが、その理由は、前年に行って

大して効果がなかったということなのです

か。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 効果につきま

しては、非常に有意なものだと認識してお

ります。 

 また、昨年行きまして、ことし行かない

理由としましては、ことしは、まずは商店

街の青年部の皆さんに行っていただいて、

日ごろ、情報も共有しておりますので、そ

の行った内容といろいろな意見交換をして

いき、また次へつなげていければと思って

おりますので、そういった事情から、こと

しについては予算計上を見送った状況でご

ざいます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） １５５ページ、

商工費、商工費、商工業振興費の中の新エ

ネルギー導入推進事業２１万１,０００円の

事業内容についてお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） 御質問にお答

えいたします。 

 新エネルギー導入推進事業につきまして

は、美幌町新エネルギービジョンに基づき

まして、新エネルギーの導入を図ります導

入推進事業と、新エネ教室を開催して啓蒙

普及活動を行います普及啓発事業の二つで

構成しております。 

 事業内容ですが、まず、一つ目の新エネ

ルギー導入推進事業は、町の附属機関であ

ります新エネルギー導入推進委員会を年１

回開催する予定で、その委員報酬と費用弁

償を、また、賛助会員として加入しており

ます北海道再生可能エネルギー振興機構に

対する負担金をそれぞれ計上しておりま

す。 

 二つ目の新エネルギー普及啓発事業です

が、これは、小学校に出向きまして新エネ

教室を開催するもので、北見工業大学の教

員と学生さんに御協力をいただいておりま

して、その講師の協力報償と児童が制作し

ます太陽光発電機工作キット代を計上して

おります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 啓発事業につい

てはわかりました。 

 年１回、委員を集めてということですけ

れども、この委員の具体的な作業といいま

すか、どういうことをするのでしょうか。

会議をするのか、それとも推進してどこか

いろいろな事業所を歩くのか、そこを教え

ていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） 導入推進委員

会ですけれども、一応、第１期の新エネル

ギービジョンには導入計画がありまして、

そちらの年度ごとの実績などをまず町とし

て報告いたします。委員には、北見工業大

学の専門の先生などがおりまして、国の動

向や、現在、国は水素を進めているという

ことで、そういった情報交換、さらには、

森林組合もメンバーに入っていただいてお

りますので、木質バイオマスの現状などの

情報交換をいたしまして、町として今後ど

ういうふうに進めていくかということを協

議していく組織になっております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 町のエネルギー

ビジョンに基づきということですが、せっ

かくこういう事業をやっているのでした

ら、もっと広く、委員報酬が適当かどうか
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わかりませんけれども、町の事業者などで

そういう勉強をしたいという人を広く取り

入れてやっていったらいいのではないかと

私は思います。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） １５７ページ、観

光費の観光施設維持管理事業、修繕料１,２

９８万９,０００円ですが、交流促進センタ

ーの修繕箇所及び金額について御説明いた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、峠の湯びほろの修繕

に係る平成３０年度予算の内容につきまし

ては、お配りしております資料のとおりで

ございます。 

 なお、原則、１件当たり１０万円以上の

修繕については、協定によりまして町が負

担することとなっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） ２点御質問したい

と思います。 

 ３番目のチップボイラー輸送コンベア修

繕ということで２００万円が計上されてお

りますが、交換の頻度といいますか、機械

ですから突然の故障があると思いますけれ

ども、大体何年くらい使って交換していく

ものなのかということです。 

 もう一つは、６番目の看板等修繕という

のは、具体的にどこの看板を指しているの

か、御説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまのチ

ップボイラー輸送コンベアの修繕でござい

ますが、過去にも、たしか５年ほど前だっ

たと思いますけども、一度、故障したこと

がございます。 

 壊れる頻度というのは、一定期間という

ものはないですけれども、今回、使ってい

く中で、チップをボイラーに輸送するスク

リューの部分が中で折れてしまったという

ことで、こちらの修繕を行うものでござい

ます。 

 もう一つの看板等修繕でございますが、

峠の湯の道路縁についております看板を照

らす電気が切れてしまってつかないという

ことで、そちらを修繕するものでございま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 同じ項目ですけれ

ども、修繕項目は１３点載っていますが、

１２番目の緊急を要する修繕です。これに

ついて、わかるものがあれば、大まかにお

答えを願います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 修繕の関係に

ついては、現在予定されている大きなもの

につきましては、お手元の資料に書いてい

るものでございますけれども、これに載っ

ていない、年度途中で急に壊れるものがご

ざいますので、そういったものに備えて予

算を確保しているものでございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） １３項目にわた

る修繕内容はわかりました。ただ、この内

容で今回修繕してしばらく大丈夫なものは

何項目かあると思うのですけれども、今回

修繕して１年後、２年後になるとまた修繕

が出てくるのではないかと思うのです。今

回はこれだけだけれども、来年度になって

くるとまたふえる可能性は考えられます。 

 そうしますと、毎年、１,０００万円近く

の修繕が続いていくという考え方なのでし

ょうか、そこら辺のことをお聞かせいただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 今回、予算計



 

－ 284 － 

上させていただいているものは、大部分が

建設当初から２０年以上経過しております

ので、一度も交換をしていなくて、今回初

めて交換するものでございます。その中の

４番の塩素注入ポンプ部品修繕につきまし

ては、耐用年数９００時間ということがあ

りますので、毎年交換しているものでござ

います。 

 それ以外の部分につきましても、設備が

もう２０年以上経過しているということ

で、ほかにも修繕したい項目はあるのです

が、毎年、保守点検をしている中で、予算

時期に優先順位をつけまして、年次的に修

繕を随時実施しております。 

 今回修繕したものは、当面、大丈夫だと

思いますけれども、それ以外の部分につい

ても、今後、ある程度の修繕が出てくるも

のと考えております。よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 同じ１５７ページ

でございます。 

 商工費、観光費の交流促進センター施

設・設備保守委託料の中の４８０万６,００

０円の内容について、御説明をお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、法定及び施設

機能保持のために必要な保守点検費用を協

定に基づき支出しているものでございま

す。 

 それぞれの項目及び金額につきまして

は、お配りしている資料のとおりでござい

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 同じく１５７ペー

ジの商工費、観光費の源泉改修調査委託料

１７２万８,０００円の内容について、御説

明をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、峠の湯びほろ

の泉源につきましては、過去にも泉源に異

なる温泉水が混入し、湯温の低下がありま

して、平成２５年１１月に改修工事を行っ

たところでございます。 

 工事後は湯温も回復いたしまして、４５

度で推移しておりましたけれども、平成２

７年５月ころより、再度、湯温の低下が始

まりまして、現在は３５度７分まで低下し

ている状況でございます。 

 今回、カメラを温泉井戸に入れまして、

その原因や改修方法の検討、調査を行うも

のでございます。 

 改修調査委託料の内容といたしまして

は、ポンプ引き上げ設置、温度、電導度検

層、カメラ検層ということになっておりま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 前回、平成２５年

１１月の改修工事後、わずか１年６カ月で

湯温の低下が始まったわけですが、前回は

どのような工事をされたのかということを

お伺いします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 前回の工事の

内容でございますけれども、カメラを入れ

まして、その井戸の中で違う泉源が入って

きている箇所が特定できましたので、その

部分にゴムリングパッカーというものを入

れて、漏水をそこで遮断してしまうという

工法をとっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 工事内容は理解い

たしました。 

 今回、調査をするわけですけれども、調
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査後の調査結果がわかり次第、議会のほう

にも報告していただきたいと考えておりま

すが、いかがですか。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 結果が出次

第、その状況について議会の皆様に御報告

をさせていただきたいと思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 調査してみなけ

ればわからない状況かと思うのですけれど

も、例えば、今、３５.７度まで下がってい

ます。調査した結果、この温度よりまだ下

がる状況にあるのかもしれませんが、そう

なったときに温泉として機能していくのも

なかなか難しい状況が考えられると思いま

す。 

 これは、空想はできないのですが、対応

を考えていかなければいけない問題かと思

っております。例えば、これ以上温度が上

がらない状況になった場合、今後、どのよ

うな形で進めようとしていくのか、現段階

で考えていることがあればお聞かせいただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまの泉

源の関係でございますが、現在、３５.７度

まで低下している状況でございますが、道

立総合研究機構の助言等の中では、３５度

までは下がる可能性があると言われており

ます。 

 そして、今回、調査を行った結果、どの

ような方法で、回復するにはどれぐらいの

費用を要するか、どのような工法を要する

かということが出てまいりますので、それ

を踏まえた上で、平成３０年度からの指定

管理の中で、今後の施設のあり方について

検討していくということで進めておりま

す。その辺も踏まえた中で検討してまいり

たいと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は、１３時１５分といたします。 

午前１１時５７分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 引き続き、平成３０年度美幌町一般会計

予算についての質疑を行います。 

 ６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） 予算書１５７ペー

ジになります。 

 観光費のうち、美幌町観光まちづくり協

議会負担金で１４０万円を計上しておりま

すが、その事業内容と積算内訳について御

説明ください。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、町、商工会議

所、観光物産協会、ＪＡ、森林組合、網走

信金を構成員といたしまして、美幌町観光

振興革新戦略ビジョンに掲げられた事項を

一体となって取り組むことを目指して、昨

年４月２６日に協議会が設立されました。 

 今後、グリーンツーリズム、星空や農業

体験、ヘルスツーリズム、ヨガなどを初め

とした美幌ならではの資源を生かした各種

事業を展開し、産業としての観光を確立さ

せる取り組みを進めています。 

 協議会の目的達成に向けてスピード感を

もって進めていくため、各構成員からの負

担により、専従の事務局職員を雇用するも

のでございます。 

 なお、今年度進める具体的な事業につい

て協議を行い、事業に対する負担について

は、今後、補正予算により対応することを

考えております。 

 負担金１４０万円ということで、この事

業費につきましては全額が人件費の３１３

万円となっております。 

 この内訳につきましては、下の参考にあ

るとおりでございます。 
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 この職員の主な業務内容といたしまして

は、協議会の目的達成に向けた事務作業、

企画及び資料作成など、また、観光振興の

ＰＲ及び特産品等の販路開拓、ＳＮＳやウ

エブによる情報発信、また、事業実施に伴

う協議会会計業務及び農水省交付金に関す

る会計業務、その他、本事業に伴う事務作

業等ということになっております。 

 各団体からのそれぞれの負担額につきま

しては、お手元の資料のとおりでございま

す。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） ほとんどが人件費

ということで了解いたしました。 

 やはり、いい人材を確保するためには、

それなりの給与というものが必要だと思い

ます。 

 ３１３万円が高いか安いかは一概に評価

できませんが、事業の内容を見ますと、随

分多岐にわたる業務内容だと思われます。 

 これらは、協議会のほうの負担金という

ことで、町側は答えられるかどうかわかり

ませんが、何を基準として給与の金額を算

定したのか、もしわかれば御説明くださ

い。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） この金額の基

準につきましては、会議所の基準等に基づ

いておりますが、町職員とした場合にはお

おむね大卒の４年目ぐらいの給与の額とい

うことになります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 同じ項目で何点か

質問したいと思います。 

 まず、専従の事務局職員を雇用するとい

うことで、協議会ですから町のほうに説明

があるかと思いますが、どのような形で人

材確保を考えていらっしゃるのかというこ

とと、事務所は商工会議所の中に置くのだ

ろうと思いますが、その辺を伺います。 

 また、常設の団体として今後継続するよ

うな考え方であれば、それこそ地域おこし

協力隊とか、こういう手法を取り入れて人

材を確保するとか、そのようなことは会議

所から行政に対して御相談がなかったので

しょうか。 

 それから、協議会の中にＪＡも入ってお

りますが、金融機関という立場ではなく、

農業協同組合という立場だと思うのです。

網走信金が入っているのですけれども、他

の金融機関に対してこの協議会として呼び

かけが行われた結果、網走信金だけの参加

だったのかどうか、その辺の事情がわかれ

ばお知らせいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） まず、１点目

の人材確保の関係ですけれども、基本的に

は公募によるということで、ハローワーク

等で公募をいたしまして、公募の結果、面

接により職員を決定すると聞いておりま

す。 

 また、事務所につきましても、会議所の

建物の中で、細部は決まっておりませんけ

れども、どちらかに協議会のスペースを設

けると聞いております。 

 それから、地域おこし協力隊の関係でご

ざいますけれども、ただいま御説明いたし

ました主な業務内容を見ていただくと、事

務作業をやっていただくということが主な

内容でございますので、地域おこし協力隊

の業務としては少しなじまないのかなと思

っております。ただ、今年度、町のほうで

も地域おこし協力隊を観光分野で導入いた

しますので、メニューの開発などにつきま

しては、こちらの協議会と連携を密にして

行うことを考えております。 

 また、金融機関の関係につきましては、

網走信金にお声かけをしたということを聞

いております。 

 以上でございます。 
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○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 私は、この協議会

は非常に重要だと思います。ここにも書い

てあるように、美幌町がいかに外に対して

情報発信するかという意味で言えば、単純

に事務作業をするから人材を公募しろとい

う意味合いより、今のお話にあったよう

に、メニュー開発という面で言えば、経験

のある方で、意欲のある方を公募して、事

務的なことだけではなくて、将来を展望し

ていろいろなことをどんどん企画立案して

いくような人材を確保することが大事では

ないかと思います。 

 こういう協議体ですから、町の考え方だ

けではうまくいかないので、全体で協議し

ながらということだと思いますが、今後、

きちんとした人材をスカウトした中で引っ

張っていってもらうことが大事かと思いま

す。機会があれば、その辺についても町の

ほうとして御検討いただければと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまの人

材の関係でございますが、こちらの協議会

は、今、補助事業を実施している状況でし

て、補助事業実施に当たって事業の企画立

案にはコンサルタントへアドバイザリー委

託をしている状況にあります。 

 さらには、各構成団体の実務担当者によ

る幹事会を頻繁に行っておりますので、他

の自治体によく見られますような全面的な

企画立案実施をその方にお願いするという

こととは趣が若干異なるものと考えており

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 同じ観光費の中

の美幌峠魅力発信実行委員会負担金のとこ

ろで質問をさせていただきます。 

 この事業内容について説明を願いたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、美幌峠の魅力

を観光客及び町民に発信し、誘致促進を図

ることを目的に、平成２６年度から、美幌

観光物産協会、商工会議所、株式会社美幌

峠物産館及び町により実行委員会を組織

し、現在までさまざまなイベントを開催し

てきたものでございます。 

 平成３０年度につきましても、今後、実

行委員会の中で各種イベント等の開催を協

議いたしまして実施する予定でございま

す。 

 過去、平成２６年度からの事業実施の内

容及び参加人数につきましては、お手元に

配付の資料のとおりでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 美幌峠の魅力の

発信なのですけれども、目的が観光客なの

か、美幌町民向けなのかによって発信する

内容が変わってくるのではないかと思いま

す。 

 平成２６年度からいろいろなイベントを

続けてきて現在に至っていて、イベントへ

の参加者数もかなりふえてきていると思う

のですけれども、特に美幌峠の魅力につい

てどこに照準を合わせるかが問題ではない

かと思うのです。星空なら星空でいいので

すが、やる時期によって、星の見える時

期、見えない時期、星がたくさん出ている

時期、出ていない時期があると思うので、

そういう時期をしっかり捉えた中でやって

いく必要があるのではないかと思います。 

 また、美幌峠の魅力のどこにポイントを

当てるかというところが一番の課題ではな

いかと思います。 

 平成３０年度から新たな魅力発信をまた

していくだろうと思うのですが、もし具体

的に活動していく内容、魅力を発信する内
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容として考えていることがあるのでしたら

お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、やはり、美幌

峠の一番の魅力というのは、展望台から見

る絶景ではないかと思っております。その

中でも、近年、星空や雲海も非常に好評を

得ているということです。 

 星空の関係につきましては、観光まちづ

くり協議会でもグリーンツーリズムの中で

取り組んでいきましょうとなっております

し、今までやってきたイベントにつきまし

ては、美幌峠の魅力を美幌町民の方にもも

っと知っていただきたいということもあり

ますので、今までやってきたイベントにつ

きましても引き続きやっていきたいと思っ

ていますし、さらに、これ以外のものにつ

いても、魅力発信実行委員会等の中でもま

た協議をして進めていきたいと思っており

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） これからいろい

ろなイベントを企画していくので期待をし

たいところですが、美幌峠もそうですし、

美幌町は魅力のある町なので、そこら辺も

含めて十分発信していく必要があると思っ

ています。これからの活躍に期待をしたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） １５７ページの商

工費、観光費の観光物産協会補助金の１,０

０７万４,０００円の内容について御説明を

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、美幌観光物産協会補

助金交付要綱に基づき、美幌町の観光資源

の開発、保存、観光物産の紹介、宣伝、特

産品の開発並びに品質改善、調査研究及び

販路拡大等の事業実施に要する経費の一部

について補助しております。 

 平成３０年度につきましては、最低賃金

の上昇、また、美幌峠まつりの充実及びホ

ームページリニューアルに係る費用等が増

額となっております。 

 補助対象経費につきましては、お手元の

資料のとおりでございますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 内容については理

解いたしましたが、この中の美幌峠まつり

の充実についての内容と、ホームページの

リニューアルにはどの程度の費用がかかる

のか、この２点についてお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問のまず１点目ですけれども、美幌峠ま

つりの充実につきましては、平成２９年度

に試験的に実施させていただきましたが、

アイヌ民族の舞踊を近代音楽でアレンジし

た楽団、アイヌ詞曲舞踊団モシリというと

ころにお願いしてやってみたところ、非常

に好評だったということで、３０年度につ

いてもこちらを実施したいと考えておりま

す。 

 二つ目のホームページのリニューアルに

ついてですが、現在、スマホ対応になって

いないということで、スマホに対応したホ

ームページのリニューアルと、通信販売の

関係でさらに充実をさせたいということ

で、通販サイトのアマゾンでの販売もこち

ら経由でできるようになるような改良をす

るということでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） １５７ページの特

産品開発支援事業補助金１００万円につい

て、積算内訳をお聞きします。 
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○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、平成２９年度から商

工会議所におきまして開始した、びほろブ

ランド認証制度と連携し、本町の質の高い

農畜産物を初め、地域資源を活用した特産

品開発を支援し、官民一体となった特産品

の開発を支援するため、平成３０年度から

助成制度を創設するものでございます。 

 今年度につきましては、新規開発のため

の支援といたしまして、限度額５０万円の

２件分を計上しております。 

 内容といたしましては、事業費１００万

円ということで、５０万円の２件分、補助

率については４分の３ということで考えて

おります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） 商品開発というこ

とで、いい商品が開発できれば幸いだと思

います。 

 この対象の２件は決定しているのか、も

し決まっているのであれば、決まったプロ

セスがどのようになっているのか、お聞き

したいと思います。 

 また、この補助金は商工会議所を通じて

でないと対象にならないのか、それもあわ

せてお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、まだ募集はしており

ませんので、この予算を議決いただきまし

て、新年度に入りましたら、５月ごろに募

集をいたしまして、その中で応募者の中か

ら審査委員会を経て事業の決定を行いたい

と考えております。 

 また、補助金の交付につきましては、あ

くまでも町からの交付ということで、会議

所を通じてではなく、町のほうで事業の選

定をして決定することを考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） １５９ページの観

光費の庁用備品１０３万２,０００円、機械

器具１６７万９,０００円の内訳について御

説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、平成８年１２月に供

用開始となりました峠の湯びほろにつきま

しては、オープン以来、２０年が経過いた

しまして、厨房用機器について更新が必要

な状況でございます。 

 今回、指定管理者の変更に伴いまして、

レストランにつきまして常時営業を考えて

おりまして、今の予定では５月の連休前に

はリニューアルオープンをしたいとお聞き

しているところでございます。 

 オープンに当たりまして、フロンガスの

基準に満たない冷凍庫、冷蔵庫及び製氷機

等の更新を初め、老朽化したガスフライヤ

ー、食器洗浄機等の最低限必要となる厨房

機器の更新を行うものでございます。 

 今回更新する機器の内訳につきまして

は、お手元の資料のとおりでございますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 同じく１５９ペー

ジの商工費の観光費の中の冬まつり補助金

２３０万円の内訳及び決算状況について御

説明願います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、美幌町観光イベント

事業補助金交付要綱に基づき必要な経費を

補助しております。 

 平成２９年度の決算状況につきまして

は、お配りの資料のとおりでございます。 

 また、補助金の対象となる補助対象経費

の補助率の割合につきましては、資料の下

に記載のとおりでございます。 
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 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 今年の冬まつり

は、天候にも大変恵まれて、多くの参加者

でにぎわったということで、収支も２１万

５,０００円と結構なプラスになったという

ことでございます。本当に皆様方の御尽力

に感謝申し上げたいと思います。 

 質問ですけれども、列車発着のある駅構

内の線路のすぐそばということで、それに

関して何かのトラブルがなかったのかどう

かという点だけをお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） トラブルは特

になかったと把握しております。 

 列車が来る時間はわかっておりますの

で、その時間帯に見回り等を強化して、事

故等がないようにということで細心の注意

を払いまして実施いたしました。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 同じ項目の冬ま

つり補助金２３０万円についてですが、内

訳及び今後の会場の予定について説明願い

ます。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 冬まつりの補

助金の内訳につきましては、先ほどの別添

の資料のとおりでございます。 

 また、冬まつりの会場につきましては、

平成１５年度から平成２６年度まで旧家畜

センターで行いましたけれども、会場が使

用できない状況となりまして、平成２７年

度から平成２８年度については会場をまち

中に移して実施をいたしました。 

 しかし、実行委員会の中で、もう少し広

い場所での実施や駐車場の確保が必要など

の意見が出され、また、民地を使用するこ

とにより、地権者へ御迷惑をおかけするこ

となどを考慮いたしまして、平成２９年度

からは会場を駅横に移し開催したところで

ございます。 

 実施した結果でございますが、広い会場

を確保できたことによりまして、今まで分

散していた会場が一体となって開催できた

こと、また、駐車場の確保もできたこと、

また、ぽっぽ屋が隣接しているということ

で、トイレですとか暖をとることができる

など、来場者からは非常に好評であったこ

とから、実行委員会としては、今後、この

場所で定着させていきたいと考えておりま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 会場について

は、平成２９年度から、あの場所でずっと

続けていくということで理解してよろしい

ですね。 

 駐車場も比較的広かったと思っていると

ころですが、車に乗れない人たちもたくさ

んいたと思います。というのは、平成２８

年度は、まち中で場所は狭かったと思いま

すけれども、年齢の高い人たちが歩いてで

も行ける会場ということで、かなり楽しん

でいただけたのではないかと思います。 

 近くて行きやすかったということは、か

なりの人たちの声がありました。今回は遠

くてあそこの場所はなかなか行けないとい

う話もしておりました。 

 ただ、ワンコインバスが走っているから

それを利用してくださいというのも実行委

員会側の思いだったのではないかと思うの

ですが、高齢者は会場が遠いとなかなか行

きたくないというのは確かかと思います。 

 一つだけ申し上げたかったことは、それ

とは別ですけれども、大きな滑り台があっ

て、小学生あたりはとても楽しんでいただ

けたという声もありました。ただ、学校へ

行っていないような小さな子供たちは、せ

っかくの冬まつりの会場だったので、もう



 

－ 291 － 

少し小さな滑り台を用意してほしかったと

いうことと、小さな子供たちが雪像で遊べ

るという冬のイベントの楽しみのあり方を

もう少し考えてほしかったという意見も出

ておりました。 

 あそこには、きてらすがあるので、小さ

い子供たちはそこで遊んだらいいという声

もあったのですが、そうではなくて、冬の

イベントは冬のイベントで十分楽しんでも

らうことが大きな目的かと思いますので、

駅のあそこの場所でやるとすれば、もう少

し会場の設営をきちんとしてほしかったと

いうことです。除雪もきちんとされていな

かったのと、駐車するにも非常に苦労して

いた方もたくさんいらっしゃったので、せ

っかくやるのでしたら、駐車場もきれいに

して、駐車しやすい状況をつくってあげる

という配慮も必要だったと思いますし、テ

ントの置き方ももっと工夫をしてほしかっ

たという出店者の人たちからの声もありま

した。そういうことにしっかり取り組ん

で、みんなが楽しみやすい、利用しやすい

会場として考えていただければという思い

がありましたので、今回、質問させていた

だきました。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、まず１点目の小さな

子供も滑れるような滑り台ということで

す。大きな滑り台は、美幌駐屯地の皆様に

つくっていただいております。今回は非常

に大きくて好評だったということですが、

今の御質問の小さな子どもたちも滑れるよ

うな配慮ということで、来年度以降、可能

かどうかを含めまして、実行委員会の中で

協議をさせていただきたいと思っておりま

す。 

 また、駐車場の関係やテントの置き方、

雪像等で遊べるものということでいろいろ

と御意見をいただきました。こちらにつき

ましても、今回が初めての開催ということ

でいろいろな反省点があったと思いますけ

れども、実行委員会は３月の末に開催する

予定でおりますので、今いただいたような

意見は実行委員会の中で紹介させていただ

きまして、来年度以降に人が集まるお祭り

にするために十分協議をしていきたいと考

えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 夏まつり補助金の

関係でございますけれども、２００万円の

内訳及び決算状況について説明をお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、美幌町観光イベント

事業補助金交付要綱に基づきまして、必要

な経費を補助しております。 

 補助対象経費につきましては、お手元に

お配りの資料のとおりでございます。 

 また、平成２９年度の決算状況につきま

しては、お配りの資料のとおりでございま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 美幌夏まつりとい

いますと、おかげさまで、毎年のように天

候に恵まれるということで、花火大会も多

くの町民が観覧に来て本当に感動を与えて

いるところであります。ただ、近年、やぐ

ら太鼓の周りで踊る方が年々少なくなって

きているような感じを受けます。その点に

ついて、町としてはどのように受けとめて

おられるか、お伺いします。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 天候にもより

ますけれども、確かに議員がおっしゃるよ

うに、踊っている方が少なくなっていると

感じております。 

 これにつきましても、今後開かれます実

行委員会の中で、いかに人に集まっていた
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だいて楽しんでいただけるかということを

協議してまいりたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） 消費者対策費のう

ち、消費者生活相談業務委託料４６５万５,

０００円の積算根拠と相談実績について御

説明願います。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） ただいまの質

問にお答えいたします。 

 １点目の消費者生活相談業務委託料の積

算根拠についてですが、まず、人件費とし

て相談員の賃金３２４万９,０００円です。

現在、相談員は４名おりまして、この４名

でシフトを組みまして、随時２名体制で相

談業務を開設しております。 

 次に、事務員の賃金ということで１２２

万３,０００円ですが、事務員は現在２名お

りまして、こちらも業務量に応じて交代で

１名が従事している状況でございます。 

 次に、コピー機の保守料３万１,０００

円、電話料２万４,０００円、通信回線費８

万８,０００円、事務費３万３,０００円、

交通費７,０００円、合計４６５万５,００

０円となっております。 

 次に、相談件数でございますが、平成２

５年度が１３１件、２６年度が１２１件、

２７年度が１１３件、２８年度が１３７

件、２９年度は、３０年２月末現在です

が、１２５件の実績となっております。 

 以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） 平成２９年度の１

２５件のうち、オレオレ詐欺のような詐欺

関係の相談が何件あったか、わかれば教え

ていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） オレオレ詐欺

について何件という集計自体はとっていな

いのですけれども、相当数ふえてはきてい

る現状にあります。また、架空請求が今年

度は非常にふえてきている状況でございま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７款、商工費、１

５４ページから１５９ページまでについ

て、ほかに質疑はありませんか。 

 ８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君） １５７ページの

商工費、商工費、観光費の交流促進センタ

ー施設・設備保守委託料の中に、浴槽水及

び一般水質検査、レジオネラ菌検査、簡易

専用水道検査、これを年１回または２回行

っておりますけれども、この委託先はどこ

なのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、こちらにつき

ましては、あくまでも町が指定管理者に委

託料を出しまして、指定管理者が発注する

ことになっておりまして、現在まで指定管

理をしておりました共立メンテナンスに

は、札幌ネオクリーンというところに発注

しているとお聞きしております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 峠の湯はレジオ

ネラ菌などの問題が過去にあったりして、

水質を保つことは非常に重要だと思います

が、これを全て共立メンテナンスに委託し

ているということですけれども、美幌町は

水道事業をやっていますので、ここだけが

別になるかどうか。飲む水の水質検査は常

にやっているものですから、年１回ぐらい

でこういう金額になるのかと思っていま

す。もっと安くやれる方法はないのかと考

えました。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 午前中の吉住



 

－ 293 － 

議員からの林業費の質疑の中で、１４９ペ

ージのエコハウス清掃業務委託料の関係で

ございます。 

 資料では１３ページになります。 

 エコハウス宿泊研修分の利用日数でござ

いますが、平成２８年度が２００日、平成

２９年度が２月末現在で２０１日となって

おります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、７款、商

工費を終わります。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１４時１０分といたします。 

午後 １時５２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ２時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 引き続き、平成３０年度美幌町一般会計

予算についての質疑を行います。 

 次に、２款、総務費のうち、５項、統計

調査費、２目、地籍調査費、１００ページ

から１０１ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、２款、総務費を終わります。 

 次に、８款、土木費、１項、土木管理

費、１６０ページから１６１ページまでの

質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで、１項、土木管理費を終わりま

す。 

 次に、２項、道路橋梁費、１６０ページ

から１６５ページまでの質疑を許します。 

 １番髙橋秀明さん。 

○１番（髙橋秀明君） １６３ページ、道

路照明・標識調査業務委託料８００万円に

ついて、業務内容及び積算根拠を教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 建設主幹。 

○建設主幹（川原武志君） １点目の業務

内容につきましては、道路管理者が指定す

る幹線道路にある道路施設の道路標識、大

型標識５８基、視線誘導標、矢羽根型５４

基の点検を実施するものでございます。 

 具体的な作業内容は、高所作業車による

近接目視点検、地際の腐食、合いマークの

施工、板厚測定等の点検を実施します。 

 次に、積算につきましては、北海道に準

じて積算しております。 

 補助につきましては、社会資本整備総合

交付金事業により実施を予定しており、補

助率につきましては１０分の６となってお

ります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） 参考までに、この

業者選択の方法及び町内に該当する業者が

いるのかどうか、お聞きします。 

○議長（大原 昇君） 建設主幹。 

○建設主幹（川原武志君） ストック点検

という項目になりまして、これについては

町内にはおりません。管内での点検を実施

しているところでございます。町外格付業

者から決めております。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 指名競争

入札において実施いたしますが、町内には

委託をする選定業者はおりません。 

 町外になりますが、業種等の登録につい

ては、今は資料を持ち合わせておりません

ので、後ほど御報告したいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） 次に、１６５ペー

ジの機械器具の４,２１５万２,０００円に
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ついて、積算内訳及び耐用年数、維持管理

等をお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。 

○施設管理主幹（中沢浩喜君） 御質問の

機械器具の内訳につきましては、いなみ北

公園北側に北海道開発局で整備していただ

いた日の出釜場用の排水ポンプ６台分とし

て４９７万７,０００円、各樋門用発電機８

台分として３,６９３万１,０００円、保管

庫内移動用ハンドリフト１台分として２４

万４,０００円の計４,２１５万２,０００円

を備品購入分として予算計上しておりま

す。 

 発電機の保管場所につきましては、保管

庫を報徳の車両センター敷地内に建設する

ことで予算計上させていただきました。 

 次に、購入する器具の耐用年数につきま

してですが、使用状況によりますが、一般

的に排水ポンプにつきましては７年から１

０年、発電機につきましては２０年程度と

言われております。 

 維持管理につきましては、水中ポンプに

ついては年次的点検、発電機につきまして

は年２回のオイル交換と降雨時期前に始動

などの動作確認を実施しております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） この中の発電機の

ことについて、この発電機は汎用性がある

のだろうと思いますが、この発電機を緊急

用だけではなくて、町の催し、イベント、

夏まつりでも冬まつりでもいいのですけれ

ども、そういうところに使用できるのか、

できないのか、それをする気がないのかを

含めて教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 議員がお

っしゃるとおり、汎用性のある発電機を予

定してございますので、もちろん天候の状

況にもよりますが、必要であればイベント

等でお使いいただくようなことを考えたい

と思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 同じく１６５ペ

ージの機械器具４,２１５万２,０００円に

ついて、今の説明で大体わかりましたけれ

ども、発電機を報徳の車両センターに保管

しておくということで、例えば、天気予報

などを見ながら、どなたがいつ運ぶのかを

お知らせください。 

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。 

○施設管理主幹（中沢浩喜君） 発電機等

の運搬につきましては、建設業協会に登録

している各樋門の担当の事業者の方に、

今、報徳に倉庫を建設しようとしておりま

すけれども、その倉庫から運んでいただい

て設置することになります。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 同じく１６５ペー

ジの道路橋梁維持費の今御説明いただきま

した排水対策機械の購入リストと整備済み

の状況についてお示しいただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。 

○施設管理主幹（中沢浩喜君） 平成３０

年度の購入機器につきましては、日の出釜

場用の排水ポンプとして８インチの排水ポ

ンプ６台、樋門排水ポンプ用の発電機を８

台購入を予定しております。 

 また、整備済み機器の状況につきまして

は、８インチの排水ポンプが５１台、樋門

用発電機を２台整備しております。 

 なお、購入及び整備済みリスト、樋門等

のポンプ設置位置につきましては、別添の

資料のとおりとなっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 説明で状況はわか

りました。 
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 別表を見たときに、先ほど質問がありま

したけれども、いわゆる耐用年数が来て更

新するものを除いて、町の計画では平成３

０年度の発電機、ポンプの整備で一応は充

足されることになるのか、それとも、さら

に今後、樋門によっては台数をふやしてい

くような考え方があるのか。 

 それから、常設の電源がないところが３

樋門ありますが、この辺は今後整備すると

いう考え方なのかどうか、お尋ねいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。 

○施設管理主幹（中沢浩喜君） まず、機

器の整備の関係ですけども、現在、これ以

外でリースで対応する樋門につきまして

は、瀬尾樋門で３基、日甜樋門で２基の５

基がリース対応になりますので、それらも

含めて整備することで進めたいと思ってお

ります。 

 常設の電源につきましては、現在、鳥里

樋門につきましては、町の発電機で対応で

きておりますので、常設の電源の整備は行

いません。次年度、平成３０年度につきま

しては、予算で計上させていただいており

ますけれども、旧瑞治樋門の常設電源の整

備を予定しております。そして、３１年以

降に大西樋門、鍋島樋門の常設電源の整備

をすることを予定しております。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） １６５ページの樋

門用資機材保管庫設置委託料１,０８０万

８,０００円の内訳及び耐用年数、維持管理

方法を教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。 

○施設管理主幹（中沢浩喜君） まず、１

点目の保管庫設置委託料における積算内訳

についてでありますが、美幌町内で建築で

格付されている業者の見積もりをもとに、

書類の作成、地耐力調査等の準備工、仮設

電気等の仮設工事、掘削、組み立て等の直

接工事の合計として１,０８０万８,０００

円を計上しております。 

 次に、保管庫の規模につきましては、発

電機８台分及びその他の資機材を保管でき

る広さとして、平成２５年度に整備した防

災資機材倉庫と同等の９メートル掛ける９

メートルの８１平米の鉄骨造のものを考え

ております。 

 保管庫の耐用年数につきましては、税法

上で鉄骨造の耐用年数は３１年となってお

ります。３８年と記載しておりますが、３

１年の誤りですので訂正をお願いしたいと

思います。 

 最後に、維持管理についてであります

が、保管庫は車両センター敷地内に設置す

ることから、建設グループ職員により適切

な維持管理を行ってまいりたいと考えてお

ります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２項、道路橋梁

費、１６０ページから１６５ページまでに

ついて、ほかに質疑はありませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） １６３ページの

道路橋梁費、道路橋梁維持費の中の道路照

明・標識調査業務委託料の８００万円につ

いて、参考のために教えてください。 

 このとおりだと思うのですが、大型標識

が５８基、視線誘導標矢羽根型が５４基と

書かれていまして、このほかにあるのか、

ないのかということです。 

 それから、今回、点検をすると言われて

いますが、基本的に設置から何年後に最低

でも点検をしなければいけないかという根

拠です。１０年後とか５年後とかいろいろ

あると思いますが、もし根拠があるのなら

お教え願いたいと思います。 

 それから、先ほど髙橋議員の質疑のとき

に板厚の測定という言葉も出ていますが、

これは腐食による板厚の減を確認するため

の測定なのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設主幹。 

○建設主幹（川原武志君） まず、ほかに
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点検の箇所があるかということでございま

すが、今年度で大型標識、矢羽根型の幹線

にある標識については終わる予定でござい

ます。昨年は既に４基実施しておりますの

で、今年度で終了の予定でございます。矢

羽根型は、今回すべて行う予定でございま

す。 

 また、設置から何年後という根拠でござ

いますが、道路ストックの点検に基づい

て、今、１０年の点検を行う計画をしてお

りますけれども、中間年の５年ごとに点検

を実施していくというふうに考えておりま

して、今回は５年の点検でございます。 

 板厚の関係につきましては、地際の板な

ど固定している部分なので、腐食及びその

ものによる板厚の測定の確認でございま

す。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） ５年目という言

い方だったと思うのですが、少なくとも５

年ごとに最低限の点検という作業が続いて

いくということでよろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設主幹。 

○建設主幹（川原武志君） 議員がおっし

ゃるとおり、５年ごとの点検になるもので

ございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 先ほど、

１番目に髙橋議員から御質問をいただきま

した委託業者の関係でございます。 

 道内１６０社、道外２社の格付は、土木

設計で格付けしている業者から指名をして

実施する予定となってございます。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、２項、道

路橋梁費を終わります。 

 次に、３項、河川費、１６４ページから

１６７ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、３項、河

川費を終わります。 

 次に、４項、都市計画費、１６６ページ

から１６９ページまでの質疑を許します。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） １６７ページ、公

園維持費の修繕料３,０００万円の修繕箇

所、内容について御説明いただきたいと思

いますが、説明の中で、ソフトボール場の

移設の考え方が示されましたので、今後の

維持管理の考え方についてもあわせて御説

明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。 

○施設管理主幹（中沢浩喜君） 御質問の

３,０００万円の修繕内容につきましては、

公園トイレ、噴水、公園等草刈り機などの

小破修繕料として１４０万円、乗用草刈り

機のエンジン交換及び足回りの修繕として

１５０万円、公園施設修繕料として、せせ

らぎ公園の人道橋の修繕として５６０万

円、せせらぎ公園内通路階段修繕料として

９５０万円、ソフトボール場移設等の修繕

として１,２００万円の合計３,０００万円

となっております。 

 ソフトボール場の維持管理につきまして

は、移設整備後、柏ヶ丘公園内運動施設と

同様にスポーツ振興グループによる維持管

理及びソフトボール協会並びに利用者の御

協力により維持管理に努めてまいります。 

 また、利用に当たっては、使用料の申請

の受け付けや利用調整については、従来同

様、スポーツ振興グループが行い、今後も

ソフトボール協会と調整を図りながら、適

切な維持管理に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） １６７ページの

公園維持費の中のあおやま南公園・せせら

ぎ公園樹木剪定業務委託料１００万円の内
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容について説明願います。 

○議長（大原 昇君） 建設主幹。 

○建設主幹（川原武志君） 御質問の業務

委託料の内容につきましては、あおやま南

公園の西側に当たる入り口周辺の樹木が大

きくなり、うっそうとし、利用者に不安を

与えていることから、公園樹木の剪定を実

施するものでございます。 

 せせらぎ公園についても、せせらぎ橋上

流部右岸の園路沿いの樹木が大きくなり暗

く、また強風により木が倒れるなど、うっ

そうとし、利用者に不安を与えていること

から、ここについても剪定を実施するもの

でございます。 

 いずれの公園も日常のパトロール時に利

用者からいただいた声をもとに、現地の確

認を行い、実施するものでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 今説明していた

だいたとおりだと思うのですけれども、特

に、せせらぎ公園の中の樹木というのは、

奥のほうに行けば行くほどうっそうとして

いて、ちょっと風の強いときなどは相当枝

が折れて下に落ちているという状況も理解

しているところです。ですから、できれ

ば、そこを散歩している人たちからの情報

提供だけではなく、木を植えているところ

は定期的に巡回していただいて、そういう

状況を把握した上で剪定作業に当たってい

ただくのが理想的ではないかと思っていま

す。 

 そこら辺は、公園の管理としてしっかり

取り組んでいただきたいとの思いで今回は

質問させていただきました。 

 次に、同じく１６７ページの柏ヶ丘公園

樹木伐採業務委託料２２６万８,０００円の

内容について説明願います。 

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。 

○施設管理主幹（中沢浩喜君） 御質問の

業務内容につきましては、平成２８年度よ

り柏ヶ丘公園南側にお住まいの方より、住

宅裏の樹木が住宅に覆いかぶさって、倒木

のおそれがあるとの相談があり、現地を確

認し、当該樹木を伐採することで予算計上

をさせていただきました。 

 伐採対象本数につきましては６本、胸高

直径で５０センチから８０センチ程度、高

さで２０メートルから３０メートル程度で

あります。 

 伐採の方法につきましては、住宅側にク

レーンの据えつけが困難なため、住宅側に

倒れないよう、柏ヶ丘公園側からクレーン

でワイヤーを張りながら伐採することを予

定しております。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 柏ヶ丘公園の伐

採のことに関しては理解いたしました。 

 こういう公園の周りに大きな木があっ

て、住民からの要望で伐採することになっ

たのだと思うのですけれども、例えば、青

山の川の上の住民の人たちから、強風が吹

くと相当太い枝が折れるので、あそこも伐

採してほしいという願いが出たそうですけ

れども、自然を守るという意味で伐採でき

ませんと断られましたという話がありまし

た。伐採するところとしないところの差が

あってはまずいのではないかということも

知っていただきたいと思っています。 

 やっぱり、住民にとっては、どこに住ん

でいても強風による枝折れは大変なことだ

と思いますので、そこら辺のことも公平に

耳を傾けて、やれるところは取り組んでい

ただきたいという思いを伝えさせていただ

きます。 

 同じく１６７ページの公園維持費の中の

公園遊具点検業務委託料の１００万円です

が、内容について説明願いたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 建設主幹。 

○建設主幹（川原武志君） 御質問の公園
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遊具点検業務委託料につきましては、都市

公園法改正に伴い、都市公園の維持・修繕

基準が法令化となり、年１回の遊具の定期

点検が任意から法令化され、平成３０年４

月１日に施行されます。 

 都市公園における遊具の安全確保に関す

る指針で、定期点検は、一定期間ごとに行

う日常点検より詳細な点検で、公園管理者

が必要に応じて専門技術者と協力して行う

詳細な点検であり、次の定期点検までの安

全が確保できる状態であるかなどに着眼

し、確認するとされております。 

 公園管理者として、公園利用者が安全に

利用できる環境の確保のため、安全点検の

実施状況などが近年求められており、特に

遊具については安全性確保の必要性が高い

ことから、日常的な点検については職員で

実施するとともに、年１回の有資格者によ

る点検を実施していくため、今回より点検

委託料を計上しております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 先ほどの坂田議

員に引き続き、１６７ページの公園維持費

の中の特に公園遊具点検業務委託料の１０

０万円についてです。 

 坂田議員と重なるところは省略します

が、今、説明を受けた中で、公園管理者が

必要に応じて専門技術者という言葉と、一

番下から２行目に有資格者という言葉が使

われています。 

 私の聞きたいのは、職員が回っていると

書いてありますけれども、職員の中に専門

技術者や有資格者がいれば委託を出さない

で済むのかということを知りたいのです。 

 そういう観点で、今回、都市公園法改正

に伴いということと、平成３０年４月１日

より施行という説明を受けているものです

から、そこら辺をもう少し御説明していた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 専門技術

者と有資格者というのは、考え方は同じで

ありますが、予定している資格につきまし

ては、国土交通省の資格登録制度による団

体で設定している資格でございます。 

 今予定しているのは、公園施設製品整備

技士または公園施設製品安全管理士という

ことで、それぞれ公園の製造、点検、修繕

の経験が５年とか、公園施設に関する業務

経験が５年という経験と講習と学科の資格

試験を予定して、それらを取って登録され

た者がいるところに点検業務をお願いした

いと考えております。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 建設業法では、

今は金額が変わっているかもしれませんけ

れども、７００万円以下の発注における積

算は資格が要らないのです。そして、今回

は１００万円です。そういう観点からの疑

問がまず１点です。 

 それから、行政職員の場合は、免許にか

かわりなく、他の例を言いますと検定員と

いう立場の人もいらっしゃると思います

が、資格に関係なく職務として点検できる

権能を許されていると思うのです。 

 そういうことを考えあわせた場合、自治

体の職員はそういう特権が付与されている

と思いますので、点検内容から言えば、例

えば、ボルトが緩んでいることもあるかも

しれませんし、くぎが緩くなっているとこ

ろもあるかもしれません。もちろん、鉄棒

などでしたら腐食している部分もあるかも

しれませんが、遊具の場合は、大抵は目

視、もしくは、鉄道でやっているような金

づちでこんこんとたたく程度だと私は思っ

ているのです。 

 そういう意味で、法体系のもとでは、

今、有資格者ということで挙げられたのは

わかりますが、コンサルタント業務もひっ

くるめて、その資格者もいる中で、コンサ

ルタント業でなければならないのか、今、
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経験年数が５年と言われましたが、例え

ば、資格を取るにしても、北海道の技術屋

さんが資格を受ける場合、冬期間は仕事を

していないという位置づけで、約２倍の経

験年数がなければ取れないと私は見ている

のです。 

 そういうことを考えた場合に、職員に法

的に付与されている資格を有すれば、目視

の部分が最大の点検項目だと思うので、

日々、職員で実施するとともに、年１回の

点検も行政でできないものかということに

ついてお答え願いたいのです。部長、いか

がでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 公園の施

設点検業務につきましては、議員がおっし

ゃるとおり、目視、触手、聴音、打音、揺

動、その他の機器を使って公園施設の摩擦

状況や変化、経年劣化などを把握して、劣

化区分を判定しなければならないと思って

います。 

 また、法改正になりまして、それを台帳

に記録するとともに、異常があったときに

は、早期に必要な措置を講ずることが何よ

り重要だと考えております。 

 確かに、おっしゃられているとおり、法

令だけを見ますと、必ずしも有識者が実施

するという規定はございません。しかしな

がら、国土交通省が示しております都市公

園における遊具の安全確保の指針の中で

は、法改正になって１年ごとになりました

けれども、１年ごとに行う定期点検は、公

園管理者が必要に応じて専門技術者と協力

して日常点検より詳細な点検を行うことと

されましたので、特に法改正後に施行され

ます今年度からは、専門技術者を入れて実

施したいと考えております。 

 ただ、技術職員ばかりでなくて、職員の

スキルアップは重要なことだと思っており

ますので、業務に同行するなどして技術職

員のスキルアップもあわせて努めてまいり

たいと思いますので、御理解をお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 話が飛びます

が、建設部も大変だと思うのです。遊具の

維持ばかりではなくて、本当はもっともっ

とやらなければいけないことだってあると

思うのです。そういう中で、今言った動作

だったら、もしかしたら僕もできるかもし

れません。そうしたら、不都合があった

ら、新品を持ってきてつけ直したほうが、

結果的に点検したところで不具合があれ

ば、今回は修理代ではないけれども、不都

合があったら対応をとるわけでしょう。そ

れでしたら、日常の点検も含めて、日常は

作業員かもしれません。 

 私は、有識者という言葉は決して否定は

しないけれども、美幌町の職員で法的に付

与されている資格というのは、俗に言う土

木１級があるからとか、今言った公園の１

級、２級という言葉ではなかったけれど

も、職員は法的に許される行為だと思うの

です。それを台帳に書き込むのに、不具合

があったとしたら放置できないのだから、

修理代は別にかかるわけです。そこら辺

は、わざわざ委託に出さなくてもいいので

はないかと思うのです。 

 これは、私の気持ちで悪いけれども、こ

の実施に当たっては賢く研究をなさってほ

しいという意見を付しておきます。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 同じところばか

りで済みません。１６７ページの公園維持

管理の中の公園維持管理業務委託料１,８８

８万８,０００円について、内容の説明を願

います。 

○議長（大原 昇君） 施設管理主幹。 

○施設管理主幹（中沢浩喜君） 御質問の

公園維持管理業務につきましては、町内の

２３公園の５月から１０月までの維持管理

業務でして、業務内容につきましては、草



 

－ 300 － 

刈りと維持管理が１３公園、トイレの清掃

が１６公園となっております。 

 業務内容につきましては、町内１３カ所

の公園内の草刈り、低木の剪定、園内の清

掃、４カ所のトイレの解錠・施錠と１６カ

所の公園内のトイレの清掃業務となってお

ります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 内容については

わかりました。 

 その中で、２３公園もありますので、全

く使われていない公園もあるだろうと思っ

ていますが、公園によっては、草刈りが不

十分であったり、トイレの清掃も不十分で

あったりというところが時々見受けられま

す。公園を利用しても、しなくても、この

ように委託されるのであれば、常時、きち

んと行き届いた管理でなければならないの

ではないかと思います。 

 特に、公園ですから、いつ行っても利用

しやすい公園であってほしいと思いますの

で、今後、そこら辺のことに十分気をつけ

て取り組んでいただければと思います。 

 同じく、公園維持費の公園施設更新実施

設計委託料４００万円の内容について説明

願います。 

○議長（大原 昇君） 建設主幹。 

○建設主幹（川原武志君） 御質問の公園

施設更新実施設計委託の内容につきまして

は、公園長寿命化計画に基づき、社会資本

整備総合交付金事業を活用して、みとみ公

園の複合遊具、パーゴラ、ベンチ等の更新

のため、実施設計を行うものであります。 

 既設複合遊具の持つ遊びの要素を検討

し、同程度の要素を持った遊具の選定をア

ンケートにより決定したいと考えておりま

す。 

 また、他施設との安全圏域等、遊具の安

全に関する規準に準拠し、更新の検討を行

います。 

 社会資本整備総合交付金事業により実施

し、補助率は１０分の５でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） みとみ公園につ

いては、公園の規模としては非常に小さい

ところかと思っていますので、遊具も少な

くて、子供たちにとっては遊びに行きたい

公園となっていないのではないかと思いま

す。 

 今、答弁をいただいたように、アンケー

トをとって子供たちが安心して遊べる遊具

の設定を考えているようですけれども、あ

そこには散策道路もありまして、ほかと違

った楽しみ方もあると思いますので、そう

いうものを十分活用して、子供たちがもっ

と公園に集まってきて、楽しく遊べる、楽

しく利用できるような公園にすべきではな

いかと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設主幹。 

○建設主幹（川原武志君） みとみ公園に

つきましては、美幌町の近隣公園のうちの

１カ所になります。 

 近隣公園は、街区公園と違い、遊びの要

素と修景の要素、また、歩いたりという広

いエリアを持っている公園でございます。

ここにつきましても、学校の遠足その他に

利用されている公園の一つと考えて、今

回、社会資本整備総合交付金事業のもとに

進めていきたいと考えております。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） そうであれば、

もう少しきちんと整備をしていただければ

子供たちも遊びやすい環境を整えられるの

ではないかと思います。すばらしい緑を使

った公園というのは、子供たちにとっては

ほかにないものですので、もう少し活用し

やすい状況にしてあげるべきではないかと

思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 
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○建設水道部長（石澤 憲君） 実施設計

等で検討したいと考えておりますが、ま

ず、遊具の更新を最優先に、また、複合遊

具への転換も考えておりますので、御理解

をいただきたいと思います。 

 主幹が申し上げましたとおり、遠足等で

利用されている公園ですので、しっかり管

理をしたいと思っておりますが、まず、現

行の老朽化した施設の更新、なおかつ、複

合遊具への転換ということで御理解いただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 同じページです

が、公園維持管理で公園施設更新工事１,６

３６万円の内容について説明願います。 

○建設主幹（川原武志君） 御質問の公園

施設更新工事の内容につきましては、ひが

しまち公園の複合遊具の更新を、社会資本

整備総合交付金事業の公園長寿命化事業に

より実施いたします。 

 補助率につきましては、１０分の５でご

ざいます。 

 ひがしまち公園につきましては、０.６９

ヘクタールの街区公園で、開設日につきま

しては昭和５５年９月２０日、経過年数は

平成２８年度末で３７年が経過した公園で

ございます。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 今説明いただき

ましたように、美幌の中でもいなみ北公園

とひがしまち公園は子供たちが一番多く利

用している公園ではないかと思っていま

す。私も時々遊具などを見せていただく

と、腐食している部分が結構あるのです

が、子供たちは遊具でかなり遊んでいると

思うので、遊具の点検などは本当にしっか

りしていただきたいと思います。また、子

供たちが本当に安心して遊べる環境という

意味では大事なところですので、更新する

際には、もっともっと楽しめる公園であっ

てほしいと期待をしているところです。 

○議長（大原 昇君） ４項、都市計画

費、１６６ページから１６９ページまでに

ついて、ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、４項、都

市計画費を終わります。 

 次に、５項、住宅費、１６８ページから

１７１ページまでの質疑を許します。 

 １番髙橋秀明さん。 

○１番（髙橋秀明君） １６９ページ、住

宅リフォーム事業補助金４,７１９万円につ

いて、積算根拠及び平成３１年度以降の計

画を教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 建築主幹。 

○建築主幹（西 俊男） 御質問の住宅リ

フォーム事業補助金の平成３０年度の利用

見通しと平成３１年度以降の計画予定であ

りますけれども、まず、積算の根拠につい

てですが、補助単価を１件当たり３６万３,

０００円として、１３０件分の４,７１９万

円を見込んでおります。 

 次に、平成３１年度以降の計画について

ですけれども、平成３１年度は、３年一区

切りとして継続実施してきた事業の最終年

度であるため、３０年度と同様に継続して

いきたいと考えております。 

 以降についても、本事業が住宅のバリア

フリー化や、長寿命化を初め、高い経済波

及効果と建築需要の活性化に大きく貢献す

るものと考えており、需要を把握し、見き

わめた中で継続のための検討をしてまいり

ます。 

 なお、参考として、固定資産課税家屋の

リフォーム実施状況を建築年別に整理した

資料を掲載しております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） 町民の皆さんは、



 

－ 302 － 

この補助金を大変うれしく思っていると思

いますし、平成３０年度、３１年度以降も

ずっと継続されることを希望しているのだ

ろうと思います。 

 ただ、この補助金を利用できるのは１回

のみだと思います。ですから、少額の補修

をして、再度、リフォームしたいといった

ときに、次はもう出ないのですねという相

談が来まして、それではもう少し待とうか

という話がありました。これは、どんどん

整備していったら対象家屋が少なくなって

くると思うのですが、再度、もっと大がか

りにリフォームしたいというときに、この

補助金を利用できるのか、また、そういう

お考えがあるのかどうか、お尋ねしたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 建築主幹。 

○建築主幹（西 俊男） 御質問の再度利

用できるのかという件ですけれども、資料

に課税家屋のうちリフォームを実施してい

る状況について参考に掲載していますが、

この中からも読み取れますように、未実施

のところがまだ相当数あります。アンケー

ト等の中でも、今、髙橋議員がおっしゃら

れたような意見は確かにありますけれど

も、未実施の方を含めた中での公平性とい

う観点からいくと、現状では新規の方のみ

の対応ということで考えております。 

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。 

○２番（大江道男君） 同じく１６９ペー

ジの公営住宅管理事業の中の修繕料にかか

わってお聞きします。公営住宅の修繕の発

注状況について御説明をいただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 建築主幹。 

○建築主幹（西 俊男） 御質問の公営住

宅修繕の外部発注状況でありますが、ま

ず、平成３０年度の修繕料の積算について

は、過去の実績を考慮して、町営住宅分は

住戸内部修繕が８００万円、電気設備修繕

が１００万円、給排水修繕が２００万円、

屋根板金修繕が１００万円、外構等その他

修繕が１９９万６,０００円を見込んでおり

ます。このほか、道営住宅修繕分が５４３

万２,０００円となっております。 

 なお、平成２８年度の公営住宅修繕発注

状況については、別紙資料に掲載のとおり

であります。 

 公営住宅修繕発注については、一つ目と

して、破損理由、入居期間、使用状況等に

より、管理者、入居者の費用負担の区分を

しております。二つ目として、広く受注機

会を提供することを基本として、緊急性、

修繕内容、修繕箇所により、財務規則に基

づき臨機に発注をしております。三つ目

は、退去修繕についてでありますけれど

も、極力、団地単位で集約した中で入札等

により発注をしております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。 

○２番（大江道男君） 今、御説明をいた

だきまして、平成２８年度の例えば住宅内

の一般の外部発注状況は２０件で５７７万

９,０００円という資料がございます。 

 ２０件ですから、１件当たり２９万円弱

ということになります。これは、発注のあ

り方については、大半が２０万円以下にな

って、随契なのだろうと思うのです。 

 美幌町の建築の格付Ｃランクの複数の業

者から見積もりの提出は求められるのだけ

れども、この数年、特定業者に落札が集中

しているということで、改善策が求められ

ているのではないかという苦情があります

が、町には届いていないでしょうか。 

 あるいは、その中身につきまして検討さ

れているということはございませんか。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 直接はお

聞きをしておりません。 

 修繕業務につきましては、議員がおっし

ゃるとおり、発注によります小破修繕と契

約による修繕と分けて実施をさせていただ
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いております。 

 まず、公営住宅の修繕につきましては、

円滑な入居事務を進めることを第一に、入

居期間や使用状況にもよるのですけれど

も、資料でお示ししました住宅内一般につ

きましては、各部屋の汚れとりや、かびと

り等の清掃、排水管洗浄、あとは、床、

壁、ふすまなどの補修修繕、畳の取りか

え、塗装などがございまして、該当箇所が

比較的少ない場合は発注業務として早期に

実施をして、次の入居がスムーズに取り進

められるように努めております。 

 また、この該当箇所が多い場合は、１回

目の答弁でありましたとおり、作業期間も

ある程度必要になることから、極力、団地

ごとにまとめまして、契約業務として一定

期間を設けながら実施をさせていただいて

おります。 

 なお、入居中の修繕につきましては、修

繕箇所や緊急性を見きわめて、該当トラブ

ルの解消を優先して対応できる業者に発注

をしております。 

 現在、入札につきましては、平成２７年

度からですけれども、建築登録をしている

６社と以前からの実績のある１社を加えた

７社で、極力、団地ごとの単位で集めまし

て、一定期間を設けて契約業務をしている

ところです。 

 私は、直接、苦情は承っておりませんけ

れども、修繕箇所や修繕内容、あるいは緊

急性に応じて発注契約の原則及び財務規則

に基づきまして公営住宅の修繕を行い、円

滑な入居事務と適切な維持管理に努めてま

いりたいと思いますので、御理解願いま

す。 

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。 

○２番（大江道男君） 実際に、Ｃランク

の格付業者が見積もりを出すという件数は

そんなに多くないですよね。当然、金額は

大きいということで、この二、三年だとい

うことですが、要するに、納得がいかない

という苦情が出ているのです。 

 例えば、見積書を提出してくれといって

現場に行くとします。あしたの夕方の何時

からということで、複数の団地を見なけれ

ばならないのだけれども、暗くなって、複

数の団地は到底見られないのです。その状

態で、翌日に見積書を提出してくれという

ことです。こんなのでは見積書を出せない

という話です。そういう書類を見せていた

だいたのですけれども、それはひどいなと

思います。 

 これは推察ですからいろいろな意見が出

ているのですけれども、役場が発注してい

るのかという話です。見積もりの積算は、

もしかしたら役場は現場を確認していない

のではないかという声もあるのです。どこ

がどれぐらいの金額になるのか、担当者は

現場を見ていないのではないかという指摘

もあるのです。 

 私は推測では物は言えないですが、行政

に対してどこからも苦情が出ないような明

朗なやり方が求められていると思います。

見積書を提出している業者の中で相当な声

がありますので、実態を調査して、改善す

べきところは改善していただきたいと思う

のですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 退去後の

業務に当たりましては、当然、担当が行っ

て、それなりの時間を費やして修繕箇所等

を見ておりますので、役場が知らないとい

うことはございません。 

 ただ、議員がおっしゃるとおり、もし見

積もりまでの期間がないというお声がある

のであれば、各業者さんの見積もり案内の

内覧をする時間を十分にとって、公平を期

すように取り進めてまいりたいと思います

ので、御理解をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） １６９ページ、住

宅管理費の中の公営住宅管理事業の１億７
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６４万３,０００円ですが、各団地の入居状

況についてお尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 建築主幹。 

○建築主幹（西 俊男） 御質問の公営住

宅管理事業の平成２９年度の各団地の入居

状況と今後の考え方でありますけれども、

まず、公営住宅の各団地の入居状況につい

ては、平成２４年度から２９年度までの入

居住戸と空き住戸を整理した資料を掲載し

ております。 

 次に、今後の考え方についてですけれど

も、平成２８年度に計画年度を平成３９年

度として見直し策定の住生活基本計画に基

づき、現在、７９５戸ある町営住宅管理戸

数を、将来人口、世帯数の推移を考慮し、

６５７戸としております。このほかに、道

営住宅が８４戸ありますことを申し添えま

す。 

 また、平成２８年度に同じく計画年度を

平成３９年度として見直し策定の公営住宅

等長寿命化計画に基づき、具体的に、美英

団地は用途廃止、美園団地は入居状況を考

慮して段階的に用途廃止、仲町団地は建て

かえ、それから、美富団地の「ほ」、三橋

南団地、南団地、美富団地の「改良」、旭

団地、借り上げ公住、これらについては維

持保全する計画としております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 御説明の中で、平

成２８年度に見直し策定の公営住宅等長寿

命化計画の中で、美園団地は入居状況を考

慮して段階的に用途廃止とありましたけれ

ども、平成２９年度現在で１１１世帯と多

くの入居者がいます。この入居者に対し

て、用途廃止しますということを伝えてい

るのかどうか。 

 また、美園団地も結構老朽化しています

けれども、今後、修繕の必要が発生したと

きはどのように考えておられるか。この２

点についてお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 建築主幹。 

○建築主幹（西 俊男） １点目の入居者

に対しての周知でありますけれども、具体

的に入居者宛てに用途廃止しますというお

知らせはしておりません。ただ、個別面談

の中でそういった計画があるという話につ

いては伝えている現状にはあります。 

 また、美園団地についてですが、入居１

１１戸、空き２９戸という平成２９年度の

状況を掲載しております。この現状につい

て申し上げますと、実際に２９戸の空きが

ありますが、入居可能な住戸はこのうちゼ

ロというのが実態でありまして、過去の退

去後の修繕費用が３０万円ないし５０万円

と多額にかかるということで、直し切れて

いないという現状があります。 

 ただ、現入居住戸については、修繕依頼

があった中では、緊急対応の部分を初め、

修繕対応は実施している現状にあります。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） ただいまの件に関

しては理解しました。 

 も う 一 件 ご ざ い ま し た 。 美 富 団 地

「ほ」、三橋南団地、南団地、美富団地

「改良」とずっとありますけれども、三橋

南団地と南団地は、中に入りますと階段が

急階段になっております。このことについ

て、入居者からそういうお話が出ていなか

どうか、そしてまた、町としてはどのよう

に考えておられるかという点についてお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） 建築主幹。 

○建築主幹（西 俊男） 今お尋ねの階段

の具体的な要望については、私が把握する

範囲では聞いてございません。 

 ただ、少し話はずれてしまうかもしれま

せんが、新規の入居申し込みの希望の中で

は、高齢の方の申し込みが多いということ

もあり、エレベーターつきとか、１、２階

の入居の希望がかなりの数あります。加え

て、旭公住や新町の道営住宅の入居希望が



 

－ 305 － 

非常に多く、中にはそれのみの住宅を申し

込まれる方もいるくらいです。 

 そういったことから、３階以上の申し込

みや、団地別でいくと、南団地とか美富の

改良住宅の申し込みはどちらかというと少

ない現状にあるということと、三橋南団地

に限って言いますと、入居率が高いという

ことなのでしょうけれども、１、２階の空

きはここ１年でほとんど出ていない現状も

あり、そういう要望にはなかなか応えられ

ていない現状にあります。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 要するに、三橋南

団地、南団地はこのまま使い続けるという

ことですが、今後、入居者もだんだん高齢

化してきて、今、担当からお話がありまし

たように、２階、３階、４階に入る方は大

変ではないかと考えております。今後、公

住の対策をしっかりとっていただきたいと

お伝えして質問を終わります。 

○議長（大原 昇君） ５項、住宅費、１

６８ページから１７１ページまでについ

て、ほかに質疑はありませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） 資料１７ペー

ジ、一番最後です。 

 土木費、住宅費、住宅管理費の公営住宅

管理事業の１億何がしの件で、今、新鞍議

員が聞いた説明文書で奇異に感じているの

は、下から３行目の後ろにこう書いてあり

ます。美英団地は用途廃止、美園団地は入

居状況を考慮して段階的に用途廃止、仲町

団地は云々と書いてあります。 

 建設部長、お調べいただきたいのですけ

れども、前任の建設部長に、美園団地は建

てかえを含めて考える要素はないのかと私

がお尋ねした経緯があります。そのとき

は、そういう場合もあり得ますという答弁

をいただいた記憶があるものですから、

今、答弁できなかったら、後で調べて教え

ていただきたいのです。 

○議長（大原 昇君） 後でお知らせする

そうです。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、８款、土

木費を終わります。 

 次に、９款、消防費、１７２ページから

１７３ページまでの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、９款、消

防費を終わります。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１５時３５分といたします。 

午後 ３時２５分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ３時３５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 引き続き、平成３０年度美幌町一般会計

予算についての質疑を行います。 

 次に、１０款、教育費、１項、教育総務

費、１７４ページから１７９ページまでの

質疑を許します。 

 ６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） 教育振興費のう

ち、美幌高等学校教育支援事業補助金３１

７万３,０００円のうち、運営費２５３万

７,０００円、それから、広告費６３万６,

０００円、それぞれの積算根拠について御

説明ください。 

○議長（大原 昇君） 学校教育主幹。 

○学校教育主幹（以頭隆志君） 御質問の

美幌高等学校教育支援事業補助金３１７万

３,０００円のうち、運営費２５３万７,０

００円の積算根拠及び広告費６３万６,００

０円の積算根拠についてお答えをさせてい

ただきます。 

 資料をごらんいただきたいと思います。 

 まず、目的につきましては、美幌高等学

校の生徒確保及び間口対策を行うために、

現在、報徳寮に入寮しております生徒及
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び、今後、道内外から入学する生徒への寮

確保、さらには管内・管外中学校へのＰＲ

活動を支援するものでございます。 

 一つ目として、寄宿舎（報徳寮）運営補

助２５３万７,０００円の根拠についてでご

ざいますが、資料に記載されておりますと

おり、補助基準として３項目を基準とさせ

ていただいております。 

 一つ目として、入寮者の１人当たり５万

１,０００円の寮費から運営費、食費を除い

た不足額を補助するものです。 

 二つ目として、入寮者が６人以上いる場

合に限り補助するものであります。 

 平成３０年度につきましては、新３年生

となる現在の入寮者２名及び新１年生とな

る入寮希望者が４名以上となる見込みか

ら、６名以上の入寮を想定しております。 

 三つ目として、補助金額は年額２５３万

７,０００円を限度としておりますが、６名

以上入寮している収支不足額を上限として

設定しているもので、資料に記載させてい

ただきましたとおり、入寮者が増加した場

合は補助金額が減少することとなります。 

 また、実際の補助金額につきましては、

補助金精算に伴い、不足額が出た場合は限

度額、余剰が出た場合は精算により返還を

していただくこととなります。 

 ２点目の進路対策補助の６３万６,０００

円でございますが、一つ目として、ポスタ

ー制作につきまして、２００枚、８万６,４

００円、二つ目として、学校紹介パンフレ

ット制作につきまして、３００部、３万８,

８００円、三つ目として、広告掲載につき

まして、他町の取り組みで効果のあった事

例を参考にいたしまして、美幌高校のＰＲ

や生徒募集について年３回で１６万２,００

０円、四つ目として、学校訪問等に対する

旅費につきまして、美幌高校の校長と教育

長または教育委員会の職員が同行し、道内

では札幌市管内の中学校校長会や札幌近郊

の中学校訪問、道外では東京にある農業大

学附属中学校訪問や都内で開催の農業フェ

ア等、農業高校ブースに参加するほか、美

幌町とのかかわりのある市なども含め訪問

先等を検討し、農業科に興味のある生徒へ

のＰＲ活動といたしまして、道内１回２

名、道外１回２名の３４万８,１２０円、合

計６３万５４００円となっております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） まず、運営費から

ですが、１点目は、目的から言えば１人で

も支援すべきではないかと思われるのです

が、なぜ６人以上と人数を切ったのかとい

うことです。これに付随して、例えば１１

人以上になった場合は補助は要らなくなる

のかということです。 

 ２点目は、広告費に関してですが、美幌

町のホームページに掲載する予定はあるの

か、ないのか。それから、ポスターを２０

０枚作成しますが、この掲示場所等につい

てはどのように考えているのか、お聞きし

ます。 

○議長（大原 昇君） 学校教育主幹。 

○学校教育主幹（以頭隆志君） まず、１

点目の１人でも補助すべきではないかとの

御質問でございますが、先ほどもお伝えい

たしましたとおり、平成３０年度は、現状

の２年生、新３年生が２名いらっしゃいま

す。また、高校からの入学予定者の希望を

聞きながら、４名については間違いなく入

寮するという聞き取りの中で６名以上とい

う積算をさせていただいております。 

 万が一５名以下になりました場合には、

寮の支援とはまた別に、民間の下宿等に入

居した場合の御本人への補助という別の考

え方で整理をさせていただきたいと思って

おります。 

 また、１１人以上の場合には補助金は必

要ないのかということですが、資料に記載

させていただきましたとおり、１０人まで

は金額が計上されております。そして、１

１人以上となれば必要ないという積算にな
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っております。 

 次に、ホームページへの掲載ですけれど

も、現状では予定されている状況にありま

せんが、今後、必要に合わせて対応してま

いりたいと思っております。 

 最後に、ポスターの関係ですけれども、

ポスターにつきましては、管内の中学校５

２校に２枚ずつの配付を予定しておりま

す。また、管外でありますけれども、近

隣、弟子屈町等になると思いますが、１０

校程度をめどにして各２枚ずつ、町内にお

きましては、公共施設、金融機関、商業施

設等への配付を予定しておりまして、合計

２００枚という予定です。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） 先ほど、６人以上

いる場合に限り補助すると明確にうたって

いますけども、５人以下となった場合は町

内の下宿で考えるという話でした。当初か

ら、現在は２名、それから、入学予定者４

名で６名だという話を伺いました。当然、

入学した後、何らかの御都合で学校をやめ

てしまったり、親戚の家から通うなどで減

ることは十分考えられると思うのです。年

度途中でも５名となった場合は、補助は打

ち切りで、下宿等の世話をするからそちら

に補助を切りかえるという考えでよろしい

のでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（田村圭一君） 寄宿舎運営補

助の関係でございますが、この補助につき

ましては、５人以下については、年度途中

であっても年度中は助成をしていきたいと

考えております。 

 資料の内訳を見ていただきたいのです

が、例えば、給食員の請負費は１８０万円

ということで、入寮生１人でも２人でもこ

の金額は変わりません。仮に１人となった

場合に、その１人に対して１８０万円を補

助することがどうなのかと考えまして、費

用対効果を考えますと、５名以下となった

場合には町内下宿の入居なども含めまし

て、補助を改めて検討していきたいと考え

ているところでございますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） １７７ページ、教

育振興費のうち、公開授業負担金２５万円

の使用用途について御説明願います。 

○議長（大原 昇君） 学校教育主幹。 

○学校教育主幹（以頭隆志君） 御質問の

公開事業負担金２５万円の使用用途につい

てお答えをさせていただきます。 

 公開事業負担金につきましては、小中学

校の公開事業を実施するための経費とし

て、記載の授業用消耗品、研究紀要集録製

本費、郵便料などの経費を主に負担してい

るものです。 

 実績につきましては、記載のとおり、３

カ年で記載しておりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） この公開授業の対

象者はどういう方なのか、それから、でき

ましたら、昨年度の実績で結構ですので、

何回ぐらい開催されて、どのぐらいの参加

者があったのかを教えていただければと思

います。 

○議長（大原 昇君） 学校教育主幹。 

○学校教育主幹（以頭隆志君） お答えを

させていただきます。 

 平成２９年度におきましては、各校にお

いて金額が記載されておりますが、各１回

ずつ実施ということでございます。 

 人数につきましては把握をしておりませ

んので、後ほどお伝えさせていただきたい

と思います。 

 対象者につきましては、基本的に各学校

の特定の学級を選定いたしまして、子供た

ちを対象に各校の先生が授業を行って、そ

れを管内の小中学校の先生たちに公開して
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見ていただいて、その後、その授業に対し

ての研究、技術の向上についての打ち合わ

せを行うという目的のもとに行われており

ます。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（田村圭一君） 公開授業の対

象者ということでございますが、基本的に

は町内小中学校の教員を対象として公開を

するものでございます。 

 学校によりましては、管内あるいは全道

規模で公開いたしまして、町外からも教員

の参加をいただいているところでございま

す。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） １７９ページの教

育総務費、学校保健費の中の日本スポーツ

振興センター負担金１３５万８,０００円の

内容について御説明をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 学校教育主幹。 

○学校教育主幹（以頭隆志君） 御質問に

お答えをさせていただきます。 

 日本スポーツ振興センター負担金１３５

万８,０００円の内容についてでございま

す。 

 この負担金につきましては、児童生徒が

授業や通学、部活動など、学校の管理下に

おいてけがをした場合に、独立行政法人日

本スポーツ振興センター法に基づいた公的

災害給付制度によって、医療費及び障害・

死亡見舞金が給付されるものであります。 

 掛け金につきましては、記載の３種類と

なっており、要保護５５円、準要保護７１

５円、一般９４５円となっております。 

 平成３０年度予算といたしまして、要保

護１５人掛ける５５円の８２５円、準要保

護４０人掛ける７１５円の２万８,６００

円、一般１,４０５人掛ける９４５円の１３

２万７,７２５円、合わせて１３５万８,０

００円を予算計上しているものです。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 内容はよく理解い

たしました。 

 １点だけお聞きいたしますけれども、例

えば、野球の試合などで他校に行ってけが

をされた場合はどのようになりますか。 

○議長（大原 昇君） 学校教育主幹。 

○学校教育主幹（以頭隆志君） 学校管理

下での災害ということで、部活動に対する

けがについても補償の対象となっておりま

す。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 同じく１７９ペー

ジの学校保健費の中の食物アレルギー診断

経費補助金４万５,０００円でありますけれ

ども、美幌町の小中学校全体でアレルギー

体質の児童生徒数について御説明をお願い

いたします。 

 あとは、補助内容もお願いします。 

○議長（大原 昇君） 学校給食主幹。 

○学校給食主幹（石田勇一君） 食物アレ

ルギー診断経費補助金の関係についてお答

えします。 

 学校における食物アレルギー対策としま

して、毎年、小学校の新１年生も含めた全

児童生徒の調査を行ってございます。 

 平成３０年２月６日現在、何らかの食物

アレルギーのある児童生徒数は１６１人、

全体の児童生徒数は１,３９２人です。 

 １６１人の内訳でありますが、小学生は

１１５人、中学生は４６人です。 

 また、食物アレルギー診断経費補助金の

内容としましては、食物アレルギーを有す

ることによって学校生活において特別な配

慮あるいは管理が必要な場合、医師が作成

する学校生活管理指導表が必要となります

が、この作成に要する費用を助成するもの

であります。 

 補助金の額としましては、３,０００円を

上限といたしまして、１５人分を予算計上
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してございます。 

 これまでの補助金の実績としまして、平

成２８年度は１０件の２万４,５４０円、平

成２９年度はこれまで８件の１万５,７３０

円となってございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 補助内容について

は理解いたしました。 

 １点だけお伺いしますけれども、現在、

食物アレルギーの児童生徒数は小中学校を

あわせて１６１人おられるということで、

食物アレルギーもいろいろな種類があると

思いますが、今、一番多いアレルギーの種

類は何なのか、お伺いします。 

○議長（大原 昇君） 学校給食主幹。 

○学校給食主幹（石田勇一君） さまざま

な原因食物がございまして、その調査の中

でも具体的なアレルギーの食物についても

調査をしております。 

 今回の調査において、原因食物で一番多

いのは果物となっております。ちなみに、

その次が卵、３番目に多いのが魚卵という

調査内容となっております。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、第１項、

教育総務費を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 
 本日の会議は、これで延会いたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 
 したがって、本日は、これで延会するこ

とに決定しました。 
――――――――――――――――――― 

◎延会宣言 

○議長（大原 昇君） 本日はこれで延会

いたします。 

 御苦労さまでした。 

       午後 ３時５５分 延会   
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